
今
月
号
は
、14・15
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
市
内
除
融
雪
路
線

マ
ッ
プ
の
た
め
、保
存
用
の
穴
は
あ
け
て
お
り
ま
せ
ん
。
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一日一回、健康体操！
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11
月
1
日
、
平
成
29
年
市
政
功
労
者

表
彰
式
典
が
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
多
賀
城
市
表
彰
条
例
に
基
づ
き
、
市

勢
の
振
興
、社
会
福
祉
の
向
上
、教
育・

文
化
の
振
興
な
ど
に
顕
著
な
功
績
の

あ
っ
た
方
々
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
市
政
功
労
者
の
氏
名
、

功
績
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

地
方
自
治
功
労

米
澤
　
ま
き
子

　
市
議
会
議
員
と
し
て
、
多
年
に
わ
た

り
市
民
福
祉
の
向
上
と
市
勢
発
展
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

伊
藤
　
要

鈴
木
　
那
彥

藤
島
　
善
一

　
区
長
と
し
て
、
多
年
に
わ
た
り
市
民

福
祉
の
向
上
と
市
勢
発
展
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

武
田
　
新
市

白
石
　
一
憲

和
田
　
嘉
則

塗
　
和
之

佐
藤
　
忠
浩

佐
藤
　
雅
博

武
田
　
勝

　
消
防
団
員
と
し
て
、
多
年
に
わ
た
り

消
防
業
務
に
精
励
し
、
防
火
思
想
の
普

及
啓
発
と
地
域
防
災
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

大
場
　
和
子

塗
　
達
子

　
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
連
合
会
役
員
と
し

て
、
多
年
に
わ
た
り
防
火
思
想
の
普
及

啓
発
と
地
域
防
災
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

赤
間
　
久
男

　
交
通
安
全
指
導
隊
員
と
し
て
、
多
年

に
わ
た
り
交
通
安
全
業
務
に
精
励
し
、

交
通
安
全
思
想
の
普
及
啓
発
と
交
通
事

故
防
止
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

佐
籘
　
幸
子

　
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
役
員
と
し

て
、
多
年
に
わ
た
り
公
正
な
選
挙
の
推

進
と
、
棄
権
防
止
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

岩
井
　
修
一

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議

会
委
員
と
し
て
、
多
年
に
わ
た
り
地
域

住
民
の
保
健
医
療
の
向
上
と
福
祉
増
進

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

タ
ウ
ン
・
ア
ク
テ
ィ
ベ
イ
シ
ョ
ン
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
多
賀
城（
T
・
A
・
P
多

賀
城
）

　
多
年
に
わ
た
り
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
運
営
し
、
継
続
し
た
取
り
組
み
で

多
賀
城
駅
前
の
賑
わ
い
を
創
出
し
、
本

市
の
P
R
と
交
流
人
口
拡
大
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

教
育
・
文
化
功
労

山
田
　
耕
道

髙
橋
　
美
奈
子

　
管
理
校
医
と
し
て
、
多
年
に
わ
た
り

健
康
診
断
に
従
事
し
、
児
童
生
徒
の
疾

病
発
見
や
予
防
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

小
野
　
く
に
子

後
藤
　
み
よ
子

　
婦
人
会
連
合
会
役
員
と
し
て
、
多
年

に
わ
た
り
社
会
教
育
活
動
の
推
進
と
奉

仕
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

水
野
　
光
子

　
芸
術
文
化
協
会
役
員
と
し
て
、
多
年

に
わ
た
り
芸
術
文
化
の
振
興
、
発
展
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

山
田
　
諄

　
史
都
多
賀
城
万
葉
ま
つ
り
実
行
委
員

会
役
員
と
し
て
、
多
年
に
わ
た
り
社
会

教
育
活
動
の
推
進
と
発
展
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

鈴
木
　
絹
子

渡
邊
　
敬
治

根
本
　
幸
子

　
生
涯
学
習
一
〇
〇
年
構
想
実
践
委
員

会
役
員
と
し
て
、
多
年
に
わ
た
り
社
会

教
育
の
振
興
、
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

佐
々
木
　
正
範

　

子
ど
も
会
育
成
連
合
会
役
員
と
し

て
、
多
年
に
わ
た
り
青
少
年
健
全
育
成

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

村
上
　
美
智
子

渡
邉
　
和
枝

眞
山
　
祐
子

　
社
会
教
育
振
興
員
と
し
て
、
多
年
に

わ
た
り
社
会
教
育
の
振
興
、
発
展
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

蜂
谷
　
栄
一

松
戸
　
正
志

齋
藤
　
靜
子

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
員
と
し
て
、
多
年
に

わ
た
り
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
発
展

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

産
業
・
経
済
功
労

佐
籘
　
孝

　
多
賀
城
・
七
ケ
浜
商
工
会
役
員
と
し

て
、
多
年
に
わ
た
り
商
業
の
振
興
、
発

展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

社
会
福
祉
功
労

尾
田
　
チ
ヱ
子

　
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
、
多
年

に
わ
た
り
民
生
の
安
定
と
、
市
民
福
祉

の
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

統
計
調
査
功
労

橋
本
　
浩

𫝆
野
　
英
葊

鈴
木
　
み
つ
子

　
統
計
調
査
員
と
し
て
、
多
年
に
わ
た

り
統
計
調
査
業
務
に
精
励
し
、
統
計
思

想
の
啓
発
と
市
勢
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

保
健
衛
生
功
労

伊
藤
　
マ
サ
子

泉
　
す
み
子

鈴
木
　
く
に
子

板
橋
　
洋
子

　
食
生
活
改
善
推
進
員
と
し
て
、
多
年

に
わ
た
り
市
民
の
健
康
増
進
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

熊
井
　
輝
雄

阿
部
　
孝
司

鈴
木
　
俊
也

　
地
域
環
境
推
進
員
と
し
て
、
多
年
に

わ
た
り
地
域
の
環
境
保
全
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

平
成
29
年
市
政
功
労
者
表
彰
式
典
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多
賀
城
市
多
賀
モ
リ
会

　
「
多
賀
城
元
気
モ
リ
モ
リ
体
操
」を

と
お
し
て
、
介
護
予
防
の
普
及
啓
発
に

努
め
、
健
康
増
進
お
よ
び
地
域
に
お
け

る
絆
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

篤
行
功
労

平
塚
　
哲
夫

　

多
年
に
わ
た
り
通
学
路
交
差
点
に

お
い
て
、
安
心
し
て
通
学
で
き
る
よ

う
見
守
る
な
ど
防
犯
奉
仕
活
動
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

庄
子
　
強

　

多
年
に
わ
た
り
公
園
お
よ
び
周
辺

道
路
の
清
掃
を
行
い
、
環
境
美
化
活

動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

伊
東
　
あ
ゆ
み

　

多
年
に
わ
た
り「
声
の
広
報
多
賀

城
」の
朗
読
奉
仕
活
動
を
行
い
、
市
民

福
祉
の
向
上
と
広
報
活
動
の
充
実
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

多
賀
城
民
話
の
会

　

多
年
に
わ
た
り
地
域
に
お
い
て
、

民
話
の
採
訪
・
伝
承
活
動
を
通
じ
、

地
域
文
化
の
継
承
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

春
の
叙
勲

◇
瑞
宝
双
光
章

小
林
　
正
明

小
松
　
和
雄

佐
藤
　
昌
汎

三
浦
　
孝
志

◇
瑞
宝
単
光
章

土
井
　
慶
男

秋
の
叙
勲

◇
旭
日
単
光
章

齋
藤
　
政
治

◇
瑞
宝
双
光
章

加
藤
　
純
一

後
藤
　
幸
造

星
　
修

本
郷
　
良
正

◇
瑞
宝
単
光
章

岩
本
　
久
一
郎

沖
井
　
み
さ
子

問
／
市
長
公
室
政
策
秘
書
担
当

内
線
2
1
7
、
2
1
8

法
務
大
臣
表
彰

髙
橋
　
正
至（
人
権
擁
護
委
員
）

地
方
自
治
法
施
行
70
周
年
記
念

総
務
大
臣
表
彰

菊
池
　
す
み
子

問
／
市
長
公
室
政
策
秘
書
担
当

内
線
2
1
7
、
2
1
8

多
賀
モ
リ
会

10
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

介
護
予
防
を
市
内
全
域
に
広
め
る

活
動
を
行
っ
て
い
る
多
賀
城
市
公
認

の
市
民
グ
ル
ー
プ「
多
賀
城
市
多
賀
モ

リ
会
」が
今
年
で
設
立
10
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
そ
れ
を
記
念
し
た
同
会
主

催
の
イ
ベ
ン
ト
が
10
月
24
日
㈫
、
市

民
会
館
小
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
当

日
は
、
約
4
5
0
席
が
ほ
ぼ
満
席
と

な
り
ま
し
た
。

「
多
賀
モ
リ
体
操
第
二
」を

初
お
披
露
目
！

　

ご
当
地
体
操
で
あ
る「
多
賀
城
元
気

モ
リ
モ
リ
体
操（
多
賀
モ
リ
体
操
）」の

他
、
設
立
10
周
年
を
記
念
し
て
新
た
に

制
作
さ
れ
た「
多
賀
モ
リ
体
操
第
二
」が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
第
二
体
操
」は
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た

音
楽
に
合
わ
せ
、
下
肢
筋
力
ア
ッ
プ
の

た
め
の
動
き
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
ま

す
。
年
齢
を
重
ね
る
と
足
腰
か
ら
弱
く

な
り
や
す
い
た
め
、
転
倒
予
防
・
バ
ラ

ン
ス
機
能
向
上
に
も
非
常
に
効
果
的
な

体
操
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
多
賀
モ
リ
会
」が
行
っ
て
い
る
活
動

に
興
味
が
あ
る
方
は
、お
近
く
の
会
員
、

ま
た
は
介
護
予
防
係
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
／
介
護
福
祉
課
介
護
予
防
係

内
線
6
6
5
、
6
6
6

受
章
お
め
で
と
う

�

ご
ざ
い
ま
す

大
臣
表
彰

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

多賀モリ体操第二のお披露目
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東日本大震災復興祈念特別展
東大寺と東北－復興を支えた人々の祈り 開催情報！！

市民文化創造・交流プロジェクトのお知らせ
多賀城自由大学　アート×観光
LOGBOOKたがじょう

東大寺展オリジナル年賀はがき販売します

問／市民文化創造局　内線262

　東北復興の今と未来を照らす道灯り。長い歴史の中で二度にわたって大仏や伽
が
藍
らん
を焼失した東大寺が、どのような道の

りをたどり復興を遂げたか、東大寺が大切に守り続けてきた数々の史料や寺宝の展示を通して紹介する大規模な展覧会で
す。またとない機会をお見逃しなく。

東北初！！東大寺の寺宝を一堂に公開
　�　東大寺の寺宝が東北で大規模に一堂に会するのは初めて。東日本大震災の復興に取り組んでいる東北のためにと、東
大寺の特別協力によって実現します。

国宝17点、重要文化財25点—貴重な寺宝や史料を公開
　　東大寺が大切に伝えてきた寺宝を中心に約100件150点を展示します。

東大寺の復興と東北との関わりを重視した構成
　�　東大寺の盧

る
舎
しゃ
那
な
大仏造営には陸奥国小田郡（現在の宮城県涌谷町）で産出した金が用いられ、東大寺と東北のつながり

が創建当初から認められます。また、鎌倉時代や江戸時代の復興も東北とつながりがあり、それらの歴史的な関係にスポッ
トをあてた東北ならではの催しです。

みうらじゅんさん&いとうせいこうさんが仏像大使に
　�　若者に仏像ブームを巻き起こしたサブカルチャーの旗手「みうらじゅん」さん、「いとうせいこう」さんが仏像大使に就
任します。こちらもお楽しみに。

会場／東北歴史博物館
会期／平成30年4月28日㈯〜6月24日㈰
　　　会期中に展示替えを行います。
　　　前期展示：4月28日㈯〜5月27日㈰
　　　後期展示：5月29日㈫〜6月24日㈰
休館日／毎週月曜日（ただし、4月30日は開館）
※�詳しくは、広報誌と一緒に配布したチラシや展覧会特設サイト
でご確認ください。

展覧会特設サイト／http://todaiji.exhn.jp/
観覧料／

　東大寺展オリジナル年賀はがきを通常価格より2円安い50円で販
売します。市民の皆さまと一緒に東大寺展を盛り上げたいと思いま
すので、この機会に遠方のご家族やご友人が多賀城へ訪れるきっか
けづくりとしてご活用ください。
販売開始日／12月5日（火）
販売場所／
　市役所2階市民文化創造局
　※郵便局では販売しませんのでご注意ください。
はがき種類／
　インクジェット紙
販売上限／
　1人あたり100枚まで
販売枚数／
　5万枚（なくなり次第、終了になります）

　まちを海に見立て、あなただけの「航海日誌
LOGBOOK」をつくり、それを誰かと交換して
遊ぶ「まちを使った宝探しゲーム」。子どもか
ら大人まで楽しめます。
日時／12月10日㈰　10：30〜15：00
場所／市民活動サポートセンター
　「たがさぽのクリスマス雑貨市」同時開催
講師／市原幹也氏（演出家）
参加費／無料　※小学生以下は要保護者同伴
申込／予約不要・直接会場へお越しください。
問／市民文化創造局　内線262

東京ミッドタウンで記者発表会を開催しました

前売券の販売期間は、
平成30年2月1日（木）〜4月27日（金）
販売方法など、詳しくは広報多賀城2月で
お知らせします。

当日 前売 団体(20人以上)
一般 1,500円 1,300円 1,400円
シルバー（65歳以上） 1,300円 － 1,200円
小中高校生 600円 － 500円

財 政 の お 知 ら せ

見どころ
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第
4
回
市
議
会
定
例
会
は
、
12
日
か

ら
19
日
ま
で
の
8
日
間
の
会
期
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
傍
聴
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
議
会
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
は

8
日
以
降
に
お
願
い
し
ま
す
。

問
／
議
会
事
務
局

内
線
3
1
1
、
3
1
2

　

10
月
22
日
に
行
わ
れ
た
第
48
回
衆

議
院
議
員
総
選
挙
お
よ
び
宮
城
県
知

事
選
挙
の
本
市
の
投
票
率
は
次
の
と

お
り
で
す
。

衆
議
院
議
員
総
選
挙
小
選
挙
区
投
票
率

53
・
80
パ
ー
セ
ン
ト

宮
城
県
知
事
選
挙
投
票
率

54
・
50
パ
ー
セ
ン
ト

問
／
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

内
線
6
3
1
、
6
3
2

第
8
回
多
賀
城
・
七
ケ
浜

「
わ
が
る
す
か
ぁ
?
」検
定

　

多
賀
城
市
と
七
ケ
浜
町
を
広
く
深

く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
第
8
回
多
賀

城
・
七
ケ
浜「
わ
が
る
す
か
ぁ
?
」検
定

が
実
施
し
ま
す
。

　
歴
史
・
文
化
・
自
然
・
地
理
・
観
光
・

グ
ル
メ
・
産
業
・
く
ら
し
な
ど
を
ク
イ

ズ
形
式
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

公
募
で
い
た
だ
い
た
一
般
の
皆
さ

ん
か
ら
の
ク
イ
ズ
も
出
題
さ
れ
ま
す
。

　
郵
送
や
フ
ァ
ク
ス
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
問
題
を
取
り
寄
せ
て
、
ご
自
宅
で

気
軽
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
ま
す
。

　
あ
な
た
の
多
賀
城
・
七
ケ
浜
も
の
知

り
度
を
、
測
定
し
て
み
ま
せ
ん
か
?

ど
な
た
で
も
挑
戦
で
き
ま
す
。

実
施
期
間
／
1
月
15
日
㈪
〜
2
月
15

日
㈭

出
題
形
式
／
択
一
式
49
問

記
述
式
1
問

検
定
料
／
無
料

合
格
基
準
／
50
問
中
40
問
正
解

合
格
発
表
／
平
成
30
年
3
月
上
旬
に

本
人
へ
封
書
で
通
知
し
ま
す
。

問
・
申
込
／
多
賀
城
・
七
ケ
浜「
わ
が

る
す
か
ぁ
?
」検
定
係（
多
賀
城
・
七
ケ

浜
商
工
会
内
）

☎
3
6
5
・
7
8
3
0

フ
ァ
ク
ス
3
6
5
・
7
8
8
0

E
メ
ー
ル

tagajo@
fine.ocn.ne.jp

第
24
回「
壺
の
碑
」

�

全
国
俳
句
大
会
の
結
果

　

10
月
15
日
㈰
文
化
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
開
催
さ
れ
、
兼
題
の
部
一
般
で
は

１
２
５
６
句
、
嘱
目
の
部
で
は
93
句
の

投
句
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
兼
題
の
部
小
・
中
学
生
で
は

１
９
９
４
句
の
投
句
が
あ
り
ま
し
た
。

講
師
・
特
別
選
者
に
お
迎
え
し
た
宮
坂

静
生
先
生
選
の
兼
題
の
部
、
嘱
目
の
部

の
第
一
席
か
ら
第
三
席
の
句
を
紹
介

し
ま
す
。

兼
題
の
部
・
特
別
選
者
　
宮
坂
静
生
選

特
選
第
一
席

水
母
な
ら
二
万
の
聲
を
拾
う
は
ず

�

涌
谷
町　
髙
橋　
彩
子

特
選
第
三
席

八
月
の
雲
に
無
数
の
窓
の
あ
り

�

仙
台
市　
関
根　
か
な

嘱
目
の
部
・
特
別
選
者
　
宮
坂
静
生
選

特
選
第
一
席

行
く
秋
や
壺
の
石
ぶ
み
ゆ
る
ぎ
な
き

�

山
元
町　
赤
間　
美
代
子

特
選
第
二
席

靺
鞨
の
空
恋
い
て
消
ゆ
秋
の
蝶

�

石
巻
市　
土
屋　
遊
蛍

特
選
第
三
席

壺
の
碑
へ
声
を
か
ぎ
り
に
昼
の
虫

�

利
府
町　
大
竹　
寛
子

問
／「
壺
の
碑
」全
国
俳
句
大
会
事
務

局（
小
松
）☎
３
６
５
・
０
４
９
２

商
工
観
光
課
観
光
係　
内
線
４
７
３

第
4
回
定
例
会
の
お
知
ら
せ

選
挙
の
結
果

第4回定例会会期日程
期　日 内　容

12月12日（火） 本会議（条例ほか）

12月13日（水） 補正予算特別委員会、
本会議（採決）

12月18日（月）
本会議（一般質問）

12月19日（火）

※12/14（木）〜12/17（日）は休会です。

献
血
と
は
?

　
み
な
さ
ん
は
献
血

を
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
?

　
献
血
と
は
、
輸
血
を

必
要
と
す
る
患
者
さ
ん
の
た
め
に
、

自
分
の
血
液
を
無
償
で
提
供
す
る
こ

と
で
す
。
献
血
で
集
め
ら
れ
た
血
液

は
、
使
用
目
的
に
合
っ
た
血
液
製
剤

に
加
工
さ
れ
、
患
者
さ
ん
の
も
と
に

届
け
ら
れ
ま
す
。

な
ぜ
必
要
?

　
輸
血
を
受
け
て
い
る
患
者
さ
ん
の

数
は
、
1
日
約
3
千
人
に
も
の
ぼ
り

ま
す
。
現
在
、
医
療
に
必
要
な
血
液

は
人
工
的
に
造
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。長
期
保
存
が
で
き
な
い
血
液
を
、

い
つ
で
も
患
者
さ
ん
に
届
け
ら
れ
る

よ
う
に
、
毎
日
新
し
い
血
液
を
確
保

し
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
輸
血
と
い
う
と
、
大
け
が

を
し
た
と
き
に
使
わ
れ
る
イ
メ
ー
ジ

で
す
が
、
血
液
製
剤
の
多
く
は
病
気

の
治
療
に
用
い
ら
れ
ま
す
。
そ
の
中

で
も
、
約
40
パ
ー
セ
ン
ト
は
が
ん
治

療
に
使
わ
れ
ま
す
。

献
血
の
流
れ

①
受
け
付
け
・
質
問
へ
の
回
答

　
当
日
の
健
康
状
態
や
、
既
往
歴
な

ど
の
質
問
に
答
え
ま
す
。

②
問
診
・
血
圧
測
定

　
医
師
に
よ
る
問
診
を
受
け
、
献
血

が
で
き
る
か
判
定
し
ま
す
。

③
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
濃
度
測
定
・
血
液

型
事
前
判
定

　
貧
血
の
心
配
が
な
い
か
、
少
量
を

採
血
し
て
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
濃
度
を
調

べ
ま
す
。

④
採
血

　
ベ
ッ
ド
に
横
に
な
り
、
採
血
を
開

始
し
ま
す
。（
全
血
献
血
の
場
合
、

10
〜
15
分
程
度
）

⑤
休
憩

　
休
憩
場
所
で
水
分
を
取
り
、
し
ば

ら
く
休
憩
し
ま
す
。

　
献
血
全
体
の
所
要
時
間
は
30
〜
40

分
ほ
ど
で
す
。

献
血
す
る
と

　
ご
希
望
の
方
に
は
、
血
液
検
査
の

結
果
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
自

分
の
体
の
健
康
状
態
を
把
握
で
き
る

の
で
、
病
気
の
早
期
発
見
な
ど
に
も

役
立
ち
ま
す
。

市
内
の
献
血
実
施
予
定

　
年
間
を
通
じ

て
、
市
内
ス
ー

パ
ー
や
事
業
所

な
ど
で
献
血
を

行
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
い
日
程
は
、

広
報
誌
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
／
社
会
福
祉
課
総
務
企
画
係

内
線
1
6
3

献
血
は
身
近
に
で
き
る

�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

〜
献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
〜
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本
市
の
会
計
は
、
一
般
会
計（
行
政

の
基
本
的
な
経
費
）と
特
別
会
計（
特
定

の
事
業
を
特
定
の
収
入
で
賄
う
経
費
）、

企
業
会
計（
独
立
採
算
を
基
本
と
し
た

経
費
）に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
会
計
ご
と
の
平
成
28
年

度
の
決
算
状
況
は
左
表
の
と
お
り
で

す
。

会
計
区
分
ご
と
の
決
算
の
状
況

27
年
度
と
の
比
較

　
市
や
町
な
ど
の
地
方
公
共
団
体
の
会

計
区
分
に
は
違
い
が
あ
り
、
そ
の
ま
ま

で
は
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
各
団
体
相
互
に
比
較
し
や

す
く
す
る
た
め
、
一
般
行
政
部
門
の
会

計
を
中
心
に
整
理
し
た
も
の
が
普
通
会

計
で
す
。
平
成
28
年
度
の
決
算
状
況
に

つ
い
て
、
普
通
会
計
で
説
明
し
ま
す
。

●
震
災
か
ら
の
復
興
が
進
み
、
歳
入
は

東
日
本
大
震
災
の
復
旧
復
興
事
業
へ
の

収
入
が
大
幅
に
減
額

　
歳
入
は
、
昨
年
度
決
算
額
と
比
較
し
て

1
9
8
億
1
6
2
9
万
円
減
の
3
2
7

億
8
7
9
9
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
市
税
収
入
は
前
年
度
に
引
き
続
き
回

復
傾
向
で
、
6
億
9
3
7
9
万
円
増
額

の
77
億
7
6
3
9
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
方
交
付
税（
国
税
の
一
部

な
ど
を
原
資
と
し
て
国
が
地
方
公
共
団

体
へ
交
付
す
る
お
金
）は
、
震
災
復
興

特
別
交
付
税
の
減
額
に
よ
り
、
22
億

5
6
3
0
万
円
減
の
47
億
3
9
6
2

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
繰
入
金
は
、
復
興
交
付
金
対
象
事
業

の
進
ち
ょ
く
に
伴
い
、
東
日
本
大
震
災

復
興
交
付
金
事
業
基
金
か
ら
の
繰
入
な

ど
が
減
少
し
、
74
億
2
1
4
0
万
円
減

の
51
億
5
3
8
6
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
県
支
出
金
に
つ
い
て
も
、

復
旧
復
興
事
業
の
進
捗
に
伴
い
東
日
本

大
震
災
復
興
交
付
金
の
交
付
額
が
減
額

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
73
億
1
3
8
6

万
円
減
の
72
億
6
0
6
2
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

●
歳
出
は
土
木
費
で
大
幅
な
減
額

　
歳
出
は
、
昨
年
度
決
算
額
と
比
較
し

て
、
1
9
4
億
5
2
2
4
万
円
減
額

の
3
0
5
億
3
4
8
3
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　
大
幅
に
減
額
と
な
っ
た
も
の
は
土
木

費
で
、
災
害
公
営
住
宅
の
完
成
や
、

J
R
仙
石
線
多
賀
城
駅
前
の
市
街
地
再

開
発
事
業
の
進
捗
に
伴
い
、
1
2
7
億

2
7
9
5
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
総
務
費
で
は
、
復
興
交
付
金
の
減
額

に
伴
う
基
金
へ
の
積
立
金
の
大
幅
な

減
、
津
波
復
興
拠
点
整
備
事
業
の
進
捗

に
よ
り
、
全
体
で
39
億
3
5
6
9
万

円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
教
育
費
で
は
、
城
南
小
学
校

校
舎
の
増
築
工
事
の
完
了
、
市
立
図
書

平
成
28
年
度
多
賀
城
市
決
算
報
告

�

問
／
市
長
公
室
財
政
経
営
担
当　
内
線
2
1
6

｠ ｠ ｠ ｠

｠ ｠

｠ ｠

｠ ｠

｠ ｠

｠ ｠

｠ ｠

｠
｠

｠ ｠

｠ ｠

｠

0

100

200

300

400

500

600

平成 27 成平度年 28年度

｠ ｠
｠ ｠

｠

｠

｠

｠

｠

0

100

200

300

400

500

600

平成 27 成平度年 28 年度

民生費 91

公債費 21

総務費 102

教育費 55

土木費 201

その他 17
衛生費 13

その他 17
衛生費 12
公債費 22

総務費 63

教育費 29

土木費 74

民生費 88

そ の 他 48

繰 入 金 126

諸 収 入 7

市 債 59

国県支出金
146

地方交付税 70

市 税 71

そ の 他 49

繰 入 金 51

諸 収 入 9
市 債 21

国県支出金 73

地方交付税 47

市 税 78

平成28年度各種会計決算状況

区　分
歳入（収入） 歳出（支出）

平成28年度 平成27年度 平成28年度 平成27年度

一 般 会 計 312億3,304万円 433億6,183万円 289億7,988万円 407億5,337万円

特
別
会
計

災害公営住宅
整 備 事 業 18億1,801万円 91億9,745万円 18億1,801万円 91億9,745万円

国 民
健 康 保 険 70億1,069万円 72億2,034万円 67億2,897万円 69億9,758万円

後期高齢者
医 療 5億5,192万円 5億2,870万円 5億4,833万円 5億2,416万円

介 護
保 険 37億1,420万円 37億2,076万円 35億7,473万円 36億2,300万円

下 水 道
事 業 75億8,578万円 63億533万円 57億8,808万円 44億5,082万円

区　分
収　入 支　出

平成28年度 平成27年度 平成28年度 平成27年度

企
業
会
計

水
道
事
業
会
計

収益的収入
および支出 18億3,681万円 18億1,451万円 17億1,180万円 17億876万円

資本的収入
および支出 2億311万円 2億1,387万円 6億6,261万円 6億8,195万円

合　計 20億3,992万円 20億2,838万円 23億7,441万円 23億9,071万円

歳出の状況 歳入の状況� （単位：億円）

総額
327億8,799万円
前年度比
198億1,629万円減
（37.7％減）

総額
305億3,483万円
前年度比
194億5,224万円減
（38.9％減）
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館
の
移
転
の
完
了
に
伴
い
、
26
億

1
4
2
9
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

●
実
質
的
な
収
支
は
1
億
1
3
1
6

万
円
の
黒
字

　

歳
入
と
歳
出
の
差
引
額
は
、
1
億

1
3
1
6
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
収
入
の
大
幅
な
増
加
は
見
込

め
な
い
状
況
で
す
の
で
、
限
ら
れ
た
財

源
を
有
効
か
つ
効
率
的
に
活
用
し
、
復

旧・復
興
、そ
し
て
よ
り
質
の
高
い
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
財
政
の
健

全
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

●
平
成
28
年
度
の
主
な
事
業

・
宮
内
地
区
災
害
公
営
住
宅
整
備
事
業

17
億
4
3
6
8
万
円

　
宮
内
地
区
災
害
公
営
住
宅（
50
戸
）が

平
成
28
年
12
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

・
城
南
小
学
校
校
舎
大
規
模
改
造
事
業

（
長
寿
命
化
改
良
工
事
）

6
億
3
6
9
8
万
円

・
緊
急
避
難
路
・
物
流
路（
清
水
沢
多

賀
城
線
）整
備
事
業5

億
5
1
4
5
万
円

・
緊
急
避
難
路
・
物
流
路（
笠
神
八
幡

線
）整
備
事
業

5
億
4
4
0
4
万
円

●
市
債（
借
金
）の
残
高

　
学
校
や
道
路
な
ど
を
建
設
す
る
た
め

の
多
額
の
費
用
の
一
定
程
度
は
、
市
債

で
賄
っ
て
い
ま
す
。
本
市
で
は
、
そ
の

年
度
の
市
債
の
借
入
額
が
そ
の
年
度
の

返
済
額
を
超
え
な
い
よ
う
に
努
め
て
い

ま
す
。

　
平
成
28
年
度
は
、
多
賀
城
駅
周
辺
土

地
区
画
整
理
事
業
や
、
城
南
小
学
校
校

舎
の
大
規
模
改
造
事
業
に
係
る
借
入
に

よ
っ
て
昨
年
度
に
引
き
続
き
市
債
の
残

高
が
大
き
く
な
り
、
1
億
1
4
8
4

万
円
増
加
の
2
6
1
億
7
6
2
9
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

●
基
金（
貯
金
）の
残
高

　
基
金
は
、
特
定
の
事
業
を
実
施
す
る

た
め
の
特
定
目
的
基
金
と
税
収
の
減
少

な
ど
に
よ
る
財
源
不
足
を
調
整
す
る
た

め
の
財
政
調
整
基
金
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
29
年
5
月
末
の
基
金
残
高
の
総

額
は
、
1
9
7
億
8
2
2
5
万
円
で
、

土
地
開
発
基
金
が
保
有
し
て
い
る
土
地

を
除
く
と
1
9
3
億
1
1
5
3
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　
土
地
を
除
い
た
基
金
残
高
は
、
宮
内

地
区
災
害
公
営
住
宅
整
備
事
業
や
緊
急

避
難
路
・
物
流
路（
清
水
沢
多
賀
城
線
）

整
備
事
業
に
係
る
費
用
に
基
金
を
取
り

崩
し
た
た
め
、
前
年
度
と
比
べ
る
と
約

40
億
9
8
6
4
万
円（
18
パ
ー
セ
ン
ト
）

の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
決
算
額（
普
通
会
計
）を
市
民
一
人
あ
た
り
に
換
算
す
る
と
、
左
表
の
よ
う
に
な
り

ま
す
。

多
賀
城
家
の
家
計
は

市
債（
借
金
）・
基
金（
貯
金
）

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000
（百万円）基金現在高の推移

平成29年
5月

平成28年
5月

平成27年
5月

平成26年
5月

平成25年
5月

平成24年
5月

平成23年
5月

平成22年
5月

平成21年
5月

3,563

26,502

3,057

28,538

2,792

1,992

17,79021,322

3,248

18,646

2,577

8,988
1,785

4,702

1,689

4,961

1,551

4,624

財政調整基金
特定目的基金

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

22,000

24,000

26,000

28,000 （百万円）市債残高の推移

平成28年平成27年平成26年平成25年平成24年平成23年平成22年平成21年平成20年

19,77319,773
20,78420,784

21,46621,466 22,26522,265 21,87821,878 21,72521,725 22,03022,030

26,06126,061 26,17626,176

区　分 多賀城市 県内13市平均

収入額 52万6,115円
（84万6,041円）

90万7,731円
（106万6,264円）

うち市税（市民一人あたりの市税負担額） 12万4,780円
（11万3,910円）

11万8,676円
（11万4,903円）

支出額 48万9,961円
（8万3,948円）

80万2,340円
（90万1,334円）

総務費（交通安全や庁舎の維持管理など総務的な経費） 10万1,248円
（16万4,781円）

13万4,982円
（19万4,440円）

民生費（子どもや高齢者などの福祉全般の経費） 14万571円
（14万6,095円）

13万8,744円
（13万7,082円）

衛生費（予防接種やごみ処理など生活環境に関する経費） 1万9,600円
（2万386円）

4万7,121円
（5万2,650円）

土木費（道路や公園の整備などまちの基盤整備に関する経費） 11万8,051円
（32万3,029円）

25万5,399円
（26万5,511円）

教育費（小中学校、文化やスポーツ事業など教育全般の経費） 4万6,205円
（8万8,358円）

5万1,885円
（5万5,656円）

公債費（事業を行う際に借り入れたお金の返済） 3万5,422円
（3万3,870円）

4万3,967円
（4万4,926円）

その他（農業や商工業、議会などに関する経費） 2万8,864円
（2万7,429円）

13万242円
（15万1,069円）

貯金残高（基金残高） 29万3,556円
（36万3,904円）

48万741円
（57万1,068円）

ローン残高（市債残高） 42万24円
（41万9,149円）

45万50円
（43万8,187円）

完成した宮内地区災害公営住宅
（現市営宮内住宅）

※（　）内は、前年度数値
※各自治体の復旧復興事業の進捗状況などにより、収入額と支出額が多賀城市とは大きく異なっています。
※基金は、財政調整基金と特定目的基金(定額運用基金を除く)の合計額で積算しました。
平成29年3月31日現在住民基本台帳人口62,321人で積算しました。
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財
政
を
圧
迫
す
る
可
能
性
が
高
い
か
ど

う
か
を
表
し
た
も
の
で
す
。

●
普
通
会
計
の
指
標
と
し
て
…

　
財
政
状
況
が
健
全
か
ど
う
か
を
判
断

す
る
た
め
の
、
全
国
統
一
の
指
標
と
し

て「
健
全
化
判
断
比
率
」が
あ
り
ま
す
。

　
本
市
の
平
成
28
年
度
決
算
に
基
づ
く

健
全
化
判
断
比
率
は
、
下
表
の
と
お
り

い
ず
れ
の
比
率
も
そ
れ
ら
の
基
準
を
下

回
り
、
健
全
段
階
で
あ
る
と
い
う
結
果

に
な
り
ま
し
た
。

健
全
化
判
断
比
率
と
は

　
健
全
化
判
断
比
率
に
は
、
４
つ
の
指

標
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
早
期
健
全
化
基

準
と
、
財
政
再
生
基
準
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
レ
ッ
ド
カ
ー
ド
と
も
言
え
る

財
政
再
生
基
準
を
超
え
る
場
合
は
、
国

の
監
督
の
下
で
財
政
再
建
に
取
り
組
む

こ
と
と
な
り
ま
す
。

◆
実
質
赤
字
比
率

　
普
通
会
計
の
赤
字
の
程
度
を
指
標
化

し
、
財
政
運
営
の
深
刻
度
を
表
し
た
も

の
で
す
。

◆
連
結
実
質
赤
字
比
率

　
普
通
会
計
に
、
特
別
会
計
や
公
営
企

業
会
計
を
含
め
た
全
て
の
会
計
の
赤
字

の
程
度
を
指
標
化
し
、
財
政
運
営
の
深

刻
度
を
表
し
た
も
の
で
す
。

◆
実
質
公
債
費
比
率

　
普
通
会
計
の
借
入
金
の
返
済
額
等
の

大
き
さ
を
指
標
化
し
、
資
金
繰
り
の
危

険
度
を
表
し
た
も
の
で
す
。

◆
将
来
負
担
比
率

　
普
通
会
計
が
将
来
負
担
す
べ
き
借
入

金
な
ど
の
残
高
を
指
標
化
し
、
将
来
、

　
健
全
化
判
断
比
率
の
ほ
か
に
、
決
算

状
況
を
表
す
指
標
の
一
つ
に
経
常
収
支

比
率
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
継
続
的
か

つ
安
定
的
に
確
保
で
き
る
収
入（
市
税

な
ど
）が
、
経
常
的
に
支
出
さ
れ
る
経

費（
人
件
費
、
扶
助
費
な
ど
）に
使
わ
れ

る
割
合
で
す
。

　
こ
の
割
合
が
高
く
な
る
と
、
財
政
構

造
が
弾
力
性
を
失
い
つ
つ
あ
る
と
い
わ

れ
、
経
常
的
な
事
業
以
外
に
使
え
る
お

金
が
少
な
い
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

　
本
市
で
は
東
日
本
大
震
災
以
降
１
０

０
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
て
お
り
、
今
年

度
も
依
然
と
し
て
高
い
状
態
に
あ
り
ま

す
。

　
比
率
が
高
い
理
由
は
、
固
定
資
産
税

の
収
入
が
震
災
前
ほ
ど
に
回
復
し
て
い

な
い
こ
と
、保
育
所
数
の
増
加
に
伴
い
、

保
育
所
へ
の
給
付
費
が
増
え
た
こ
と
、

子
ど
も
医
療
費
助
成
の
対
象
年
齢
の
拡

大
に
よ
り
助
成
費
が
増
え
た
こ
と
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
市
税
は
こ
こ
数
年
で
回
復
基
調
に
あ

り
、
将
来
的
に
は
こ
の
硬
直
化
は
改
善

す
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
封
筒
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
広
告

掲
載
、
企
業
誘
致
、
雇
用
創
出
と
い
っ

た
財
源
確
保
を
継
続
し
、
社
会
保
障
費

の
増
加
に
対
応
す
る
予
防
対
策
事
業
、

公
共
施
設
の
計
画
的
な
老
朽
化
対
策
な

ど
に
よ
り
、
歳
出
の
抑
制
に
も
努
め
て

い
き
ま
す
。

●
公
営
企
業
の
指
標
と
し
て
…

◆
資
金
不
足
比
率

　
公
営
企
業
の
資
金
不
足
を
指
標
化
し

た
も
の
で
、
経
営
状
況
の
深
刻
度
を
表

し
た
も
の
で
す
。
こ
の
比
率
が
、
経
営

健
全
化
基
準
を
超
え
た
場
合
は
、
経
営

健
全
化
計
画
を
策
定
し
経
営
改
善
に
と

り
組
む
こ
と
と
な
り
ま
す
。
本
市
の
公

営
企
業
で
あ
る
水
道
事
業
と
下
水
道
事

業
で
は
左
表
の
と
お
り
、
い
ず
れ
も
、

資
金
不
足
額
は
発
生
せ
ず
、
健
全
段
階

で
あ
る
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

財
政
状
況
の
健
全
性
は
…
財
政
健
全
化
比
率
に
つ
い
て

財
政
状
況
の
健
全
性
は
…
経
常
収
支
比
率
に
つ
い
て

資金不足比率 （単位：％）

資金不足比率 平成28年度 平成27年度 経営健全化基準

下水道事業
（法非適用企業） － － 20

水道事業
（法適用企業） － － 20

※�下水道事業および水道事業とも、資金不足が生じていないため「－」で表記されます。

（単位：％）

平成28年平成27年平成26年平成25年平成24年平成23年平成22年平成21年平成20年

経常収支比率の推移

70

80

90

110

100

130

120

95.8
99.8 97.1

120.1

112.9 104.4 105.6
101.6

107.1

健全化判断比率 （単位：％）
健全化判断比率 平成28年度 平成27年度 早期健全化基準 財政再生基準

実 質 赤 字 比 率 － － 13.03 20

連結実質赤字比率 － － 18.03 30

実 質 公 債 費 比 率 9.4 10.6 25 35

将 来 負 担 比 率 19.6 20.1 350
※�実質赤字比率および連結実質赤字比率は、両比率とも赤字が生じていないため「－」で表記さ
れます。
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●
歳
入

　
予
算
額
３
２
５
億
９
７
４
２
万
円
に

対
し
、
収
入
済
額
は

１
４
３
億
８
１
１
３
万
円
で
、
予
算
に

対
す
る
収
入
率
は
44
・
１
パ
ー
セ
ン
ト

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
税
は
、
予
算
額
77
億
６
１
３
５
万

円
に
対
し
、
収
入
済
額
は
43
億
４
６
４

１
万
円
で
、
収
入
率
は
56
・
０
パ
ー
セ

ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
債（
借
金
）は
建
設
事
業
を
実
施
す

る
た
め
の
も
の
で
、
工
事
終
了
後
に
借

り
入
れ
る
こ
と
か
ら
、
大
部
分
は
下
半

期
に
執
行
さ
れ
ま
す
。

●
歳
出

　
予
算
額
３
２
５
億
９
７
４
２
万
円
に

対
し
、
支
出
済
額
は

１
１
２
億
８
５
２
９
万
円
で
、
う
ち
土

木
費
の
下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

で
10
億
円
の
支
出
が
あ
り
、
歳
出
全
体

の
執
行
率
は
34
・
６
パ
ー
セ
ン
ト
と

な
っ
て
い
ま
す
。

◆
特
別
会
計
と
企
業
会
計

　
特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
の
特
別
会

計
と
、
企
業
方
式
で
経
営
す
る
企
業
会

計
の
執
行
状
況
は
、
表
1
と
表
2
の
と

お
り
で
す
。

◆
市
の
財
産
や
債
権
の
状
況

　
そ
の
他
、
財
産
、
債
務
は
表
3
の
と

お
り
で
す
。

　

予
算
・
決
算
、
財
政
状
況
な
ど
は
、

２
階
の
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
や
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

表3　財産・債務の状況（平成29年9月30日現在）
基金 213億5,989万円 土地：公園や市の建物の敷地など 2,793,006㎡

内
　
訳

年度間の財政調整のための基金（財政調整基金） 20億7,200万円 建物：�市庁舎や小中学校、保育所、市営住宅
の建物など 219,136㎡特定の目的のために積み立てている基金 166億2,929万円

史跡のまち基金 8億4,154万円 出資金：�多賀城市土地開発公社への出資金な
ど 4億2,939千円教育施設及び文化施設管理基金 2億7,083万円

市債等管理基金 12億5,339万円 債権：�地域総合整備資金貸付金、災害援護資
金貸付金など 13億3,757万円生涯学習推進基金 1億9,936万円

庁舎耐震対策等事業基金 10億192万円 市債 469億9,669万円
太陽光発電設備管理基金 416万円

内
　
訳

一般会計 252億3,379万円
ふるさと多賀城応援基金 3億2,540万円 特別会計 185億6,000万円
東日本大震災復興基金 10億2,649万円 （下水道事業） 雨水事業分 113億3,145万円
東日本大震災復興交付金事業基金 117億620万円 汚水事業分 72億2,855万円

特定の目的のために定額の資金を運用するための基金 14億8,765万円 企業会計（水道事業） 32億290万円
土地開発基金 14億8,765万円

その他 11億7,095万円
国民健康保険財政調整基金 8億4,031万円
介護保険事業財政調整基金 3億3,064万円

お
ば
ん
で
す
懇
談
会

　
11
月
1
日
㈬
に
、
高
橋
地
区
生
活

セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
た
お
ば
ん
で
す

懇
談
会
で
の
内
容
の
一
部
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。（
参
加
者
20
人
）

◇
高
橋
仮
設
住
宅
跡
地
に
つ
い
て

市
民「
高
橋
仮
設
住
宅
の
跡
地
が
整

備
さ
れ
れ
ば
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
も

で
き
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
整

備
を
お
願
い
し
ま
す
。」

市
長「
跡
地
の
使
い
方
に
つ
い
て
、

区
長
さ
ん
方
と
調
整
を
し
な
が
ら
検

討
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。」

◇
高
橋
地
区
で
は
津
波
が
起
き
た
際

に
ど
こ
に
逃
げ
れ
ば
良
い
の
か

市
長「
ま
ず
は
小
学
校
な
ど
の
高
い

所
に
逃
げ
て
く
だ
さ
い
。
万
が
一
、

大
雨
が
降
っ
た
場
合
な
ど
も
常
日
頃

か
ら
皆
さ
ん
に
防
災
意
識
を
持
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。」

→
担
当
課
か
ら
／
み
や
ぎ
生
協
高
砂

店
の
屋
上
駐
車
場
と
ロ
ン
グ
ラ
イ
フ

多
賀
城
が
、
津
波
時
や
大
雨
の
際
の

一
時
避
難
場
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。

問
／
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
広
報
広

聴
係

内
線
2
5
4
、
2
5
5

平
成
29
年
度
上
半
期
の
予
算
執
行
状
況（
４
月
１
日
〜
９
月
30
日
）

�

問
／
市
長
公
室
財
政
経
営
担
当　
内
線
２
１
６

歳入執行状況

10 20 30 40 50 60 70 80 90 100％0
合計

その他
市債

諸収入
財産収入

繰入金
国県支出金
地方交付税

市税

143億8,113万円 55億2,058万円
36億4,144万円

2億2,528万円

3億7,113万円
14億5,880万円

31億2,828万円 

5,317万円 2,485万円
3億6,168万円

52億2,421万円

43億4,641万円
46億6,550万円

14億4,933万円 16億3,464万円
収入済額
収入未済額

歳出執行状況

10 20 30 40 50 60 70 80 90 100％0
合計
その他
公債費
教育費
消防費
土木費
衛生費
民生費
総務費

112億8,529万円 213億1,213万円
4億7,714万円

10億2,744万円

7億1,487万円
13億8,726万円7億2,267万円

30億9,734万円

5億2,713万円
30億4,618万円

2億545万円
18億740万円

78億536万円

14億5,029万円
54億4,980万円35億7,731万円

4億5,713万円 8億4,465万円
支出済額
未執行額

表1　特別会計
区　分 予算現額 収入済額 支出済額

国民健康保険 71億1,084万円 26億1,999万円 28億368万円
介護保険 39億9,033万円 15億7,863万円 15億6,330万円
下水道事業 102億5,930万円 31億9,156万円 17億962万円
後期高齢者医療 6億759万円 2億1,879万円 2億467万円

合　計 219億6,806万円 76億897万円 62億8,127万円

表2　水道事業会計
区　分 収支の別 予算額 執行額

収益的収入および支出 収　入 18億883万円 9億2,439万円
支　出 17億5,000万円 7億6,186万円

資本的収入および支出 収　入 3億8,604万円 972万円
支　出 8億4,401万円 1億8,335万円
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たがじょう
ホット
トピックス

たがじょうたがじょう
ホットホット
トピックストピックス

地域の話題をお知らせください。 問／地域コミュニティ課広報広聴係 内線254、255

多賀城の魅力　食べて探して装って
　10月21日、多賀城の観光を盛り上げたい有志の
方々によって企画された、体験型観光ツアーが実施さ
れました。参加した皆さんは、古代の人々が稲刈りに
使った石包丁で古代米の稲刈りをしたり、南門跡で古
代米を使ったランチを食べたり、万葉衣装の試着をす
るなどして、多賀城ならではの秋の一日を満喫してい
ました。

親子でおいしく共に成長
　10月27日、母子健康センターで離乳食教室「ぴよ
ぴよキッチン」が行われました。
　参加したお母さんたちは生後7～9カ月のお子さん
の離乳食をつくり、子どもたちがこれから成長してい
くための話を聞きました。
　おかゆ、鶏肉のトマト煮、オートミールのおやきをお
口いっぱいに食べる子どもたちは笑顔いっぱいでした。
（この記事は職場体験に訪れた高崎中学校の佐藤蒼太
さん、三村雛希さんが取材し作成したものです。）

古代と現代を繋ぐ舞の系譜
　10月15日、文化センター大ホールで、「多賀・
光の幻舞」が開催されました。
　来春に東北歴史博物館で開催される東日本大
震災復興祈念特別展「東大寺と東北-復興を支
えた人々の祈り」のプレ企画で、東大寺の大仏
開眼供養でも上演された伎楽や、多賀城の魅力
を伝える万葉ステージ、日本舞踊や能楽など古
代から現代につながる多様な舞の表現に、多く
の観客が魅了されました。
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地域の話題をお知らせください。 問／地域コミュニティ課広報広聴係 内線254、255

新しい絆を作る歌声
　10月27日、市営桜木住宅集会所で、元NHK歌の
おねえさんと東京アカデミック木管五重奏団を迎え、
地元、桜木花園幼稚園の園児も出演し、「絆づくりコ
ンサート」(主催：東北市民バンド協議会)が開催され
ました。
　コンサートでは、「もみじ」「赤とんぼ」などを会場の
皆さんと一緒に歌い、アンコールでは園児一緒に映画
となりのトトロより「さんぽ」を歌いました。
　芸術の秋を音楽で楽しむひとときとなり、住宅入居
者の皆さんと、子どもたちの笑顔が輝いていました。

命を守る訓練
　11月5日、市内全域で総合防災訓練を実施しました。
　宮城県沖を震源とするマグニチュード9.0、震度6
強の地震が襲い、同時に津波警報が発令されたとの設
定の下、地区ごとに津波避難誘導訓練や避難所開設訓
練などが、市民・企業・行政などの連携協力のもと行
われました。
　また、東豊中学校では、今回初めて小型無人航空機
「ドローン」を活用し、対策本部との情報共有訓練も実
施しました。

味わおう　多賀城の食文化
　11月3日文化の日に、多賀城駅前公園で多賀城食
文化まつりが開催されました。古代米を使った多賀城
グルメブランド「しろのむらさき」の商品が多く用意さ
れ、開始直後から会場は大盛り上がりでした。
　秋空の下で地元食材をふんだんに使った温かな料理
を食べれば、体はポカポカ。
　おいしい食べものとさまざまなステージイベント
で、多賀城の文化を味わいました。

魅力ある多賀城へ　私たちの提案
　10月31日、第二中学校で3学年の皆さんによる「ま
ちづくりNEWプロジェクト」発表会が行われました。
多賀城の魅力を見つけ、魅力的なまちづくりの立案・
提案を行うという3年間取り組んできた学習の総仕上
げです。
　携帯アプリを活用した名産品の販売促進、パンフ
レットの多言語化や点字併記、古代米や歴史にちなん
だ新商品の企画など、実現を目指した具体的な提案が
次々発表されました。

小型無人航空機「ドローン」にて撮影
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歴
史
の
風
�

船
塚
観
音
堂
と
名
号
塔

　
旧
笠
神
村
に
位
置
す
る
陸
上
自
衛
隊
多
賀

城
駐
屯
地
に
は
、
近
年
ま
で
、
船ふ

な
塚づ

か
と
呼
ば

れ
る
小
山
が
あ
り
ま
し
た
。
か
つ
て
は
、
箱は

こ

塚づ
か
、
鍋な

べ

塚づ
か

と
い
う
塚
も
あ
っ
た
と『
多
賀
城

町
誌
』に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
最
後
ま

で
残
っ
て
い
た
の
が
船
塚
で
し
た
。

　
船
塚
周
辺
一
帯
は
、
昭
和
18
年
に
開
庁
し

た
多
賀
城
海
軍
工
廠
の
用
地
と
な
り
、
そ
の

敷
地
が
陸
上
自
衛
隊
多
賀
城
駐
屯
地
に
引
き

継
が
れ
た
後
も
、
敷
地
の
南
西
隅
に
か
ろ
う

じ
て
小
山
の
形
状
を
と
ど
め
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
27
年
の
緊
急
避
難
路
笠
神
八
幡
線

整
備
工
事
に
よ
っ
て
、
完
全
に
消
滅
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　
海
軍
工
廠
建
設
以
前
、
船
塚
に
は
観
音
堂

や
供
養
塔
が
祀
ら
れ
、
笠
神
村
に
お
け
る
信

仰
の
場
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。安
永
３
年（
１

７
７
４
年
）の
笠
神
村
風
土
記
御
用
書
出
に

は
、
仏
閣
と
し
て
観
音
堂
の
記
載
が
あ
り
、

南
向
き
二
尺
作
り
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
現

在
、
観
音
堂
は
笠
神
村
に
縁
が
深
い
西
園
寺

境
内
に
移
設
さ
れ
て
お
り
、
平
成
27
年
度
に

実
施
し
た
建
造
物
調
査
で
は
、
江
戸
時
代
後

期
頃
の
建
築
意
匠
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
船
塚
に
あ
っ
た
い
く
つ
か
の
供
養
塔
の
う

ち
の
一
基
は
平
成
27
年
の
工
事
の
時
ま
で

残
っ
て
い
ま
し
た
。
享
保
12
年（
１
７
２
７

年
）八
月
吉
祥
日
に
造
立
さ
れ
た
こ
の
石
塔

は
、
中
央
に「
南
無
阿
弥
陀
仏
」と
六
字
名
号

が
刻
ま
れ
た
名み

ょ
う

号ご
う
塔と

う
で
、
念
仏
供
養
に
関
わ

る
石
塔
で
す
。
名
号
の
下
に
は
、「
師
匠
□

□
□（
判
読
不
明
）」を
先
頭
に
15
名
の
男
性

名
や
、「
西
園
寺
□
□
」、「
頼
宝
院
」の
名
が

刻
ま
れ
て
お
り
、
15
名
は
講
集
団
と
見
ら
れ

ま
す
。
頼
宝
院
は
大
代
村
に
あ
っ
た
修
験
来

宝
院
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
、
供
養
の
場
に
、

寺
院
と
修
験
が
深
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

　

現
在
、
本
市
に
お
い
て
、
念
仏
供
養
は
、

ほ
と
ん
ど
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
江

戸
時
代
の
前
半
か
ら
中
頃
に
か
け
て
は
、
市

内
各
地
域
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
、
こ
の

よ
う
な
供
養
塔
の
存
在
か
ら
う
か
が
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
現
在
こ
の
名
号
塔
は
、
笠
神
か
ら
遠
く
離

れ
た
市
内
某
所
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

西
園
寺
に
移
さ
れ
た
観
音
堂
と
と
も
に
、
笠

神
村
の
歴
史
を
伝
え
る
貴
重
な
歴
史
資
料
と

言
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

「
集
ま
る
」と
は
地
域
づ
く
り
の
第
一
歩

 　
軽
体
操
を
継
続
し
て
行
う
こ
と
は
、
心
身
機

能
の
維
持
・
向
上
に
つ
な
が
り
、
健
康
づ
く
り
の

側
面
が
あ
り
ま
す
が
、
地
域
の
仲
間
で
体
操
を
行

う
意
義
は
、
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。

　
定
期
的
に
集
ま
っ
て
顔
を
合
わ
せ
る
と
、
お
互

い
の
顔
を
覚
え
る
の
で
、
近
所
で
会
っ
た
時
に
あ

い
さ
つ
や
会
話
が
自
然
と
生
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
活
動
に
来
な
い
メ
ン
バ
ー
が
い
る
と
、

「
あ
の
人
は
今
日
ど
う
し
た
の
か
し
ら
？
」と
自
然

と「
気
に
な
る
」と
い
う
感
情
が
生
ま
れ
ま
す
。

　

お
互
い
を
気
に
か
け
る
こ
と
が
第
一
歩
と
な

り
、
地
域
で
見
守
り
あ
っ
た
り
、
お
す
そ
わ
け
を

す
る
な
ど
の
、
住
民
同
士
の「
支
え
合
い
」が
生
ま

れ
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
す
。

市
内
に
ま
た
一
つ
、
小
さ
な
集
ま
り
が

誕
生
し
ま
し
た

　
市
内
の
地
区
集
会
所
な
ど
で
、
体
操
を
行
う
市

民
の
集
ま
り
が
い
く
つ
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
今
年
9
月
か
ら
高
崎
地
区
で
活
動
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
ば
か
り
の
団
体
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

笑
い
声
が
い
っ
ぱ
い
！

　
「
高
崎
多
賀
モ
リ
さ
く
ら
の
会
」は
、毎
月
2
回
、

第
1
・
3
火
曜
日
の
午
前
10
時
か
ら
、
高
崎
集
会

所
で
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
区
長
さ
ん
の
協
力
を

得
て
、
町
内
回
覧
な
ど
で
周
知
を
し
て
い
ま
す
。

　
活
動
内
容
は
、
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、
足
腰
を
鍛

え
る
筋
ト
レ
、
脳
ト
レ
体
操
な
ど
で
、
参
加
さ
れ

た
方
は
、
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
楽
し
く
活
動

し
て
い
ま
し
た
。
活
動
終
盤
に
は
、
ご
当
地
体
操

の「
多
賀
モ
リ
体
操
」も
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
集
ま
る
人
数
は
20
人
程
度
で
、
代
表
の
渡
邉
さ

ん
は
、「
地
区
の
み
な
さ
ん
が
多
く
集
ま
っ
て
く

れ
る
と
う
れ
し
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
本
市
で
は
、
新
た
に
体
操
な
ど
の
集
ま
り
を
始

め
た
い
皆
さ
ん
を
支
援
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
／
介
護
福
祉
課
介
護
予
防
係　
内
線
6
6
6

運動サークルが続々と
誕生しています②

在りし日の船塚

活動の様子
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問／生活環境課環境リサイクル推進係
内線234～236

　事業活動に伴い発生した営業ごみや引っ越しで発生した多量のごみは、ごみ集積所には出せません。これらを
ごみ集積所に出すことは「不法投棄」となり、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」の違反として厳しい罰則を受
ける場合があります。次のいずれかの方法により、適正に処理しましょう。
①ごみ処理場（宮城東部衛生処理組合）へ直接搬入する
　（事前に生活環境課で手続きが必要です。）
・搬入する車の車検証（コピー可）
・ 処分手数料（1回の搬入につき1,000円、100キログラムを

超える場合は50キログラムごとに500円が必要です）
②収集許可業者へ依頼する
　依頼するごみの種類および量などにより料金が異なります
ので、右表の許可業者へ直接お問い合わせください。

ごみの収集
　12月31日㈰から1月3日㈬まで休みです。1月
4日㈭から通常どおり収集を行います。
　また、ごみの指定日以外の排出や決められた時間
外の排出は、近隣の方の迷惑となり、衛生的にもよ
くありません。収集当日の明け方から午前8時30
分までの間に出しましょう。

し尿の処理
12月30日㈯から1月3日㈬まで休みです。
　年末年始は大変混み合いますので、お早めに、し
尿収集許可業者に連絡してください。
《し尿収集許可業者》
㈲多賀城衛生　☎362-3571
問／生活環境課環境リサイクル推進係
内線234～236

年末年始のお知らせ
市役所と各施設のお休み　■はお休みです。

施　　設　　名
12月 1月

27 28 29 30 31 1 2 3 4 5
水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

市役所
文化センター（市民会館・中央公民館）

12月29日㈮から
1月3日㈬まで

市役所・各施設とも
お休みです。

市立図書館（本館）
については、年中無休です。
各分室は、各施設と同様です。

山王地区公民館（テニスコート含む）
大代地区公民館
埋蔵文化財調査センター・多賀城史遊館
市立図書館
市民活動サポートセンター
鶴ケ谷児童館
西部児童センター
子育てサポートセンター
シルバーワークプラザ
シルバーヘルスプラザ
屋内ゲートボール場
総合体育館
市民プール
市民テニスコート
中央公園サッカー場
放課後児童クラブ
太陽の家

ごみ集積所に出せないごみ
許可業者 ごみ処理場で処理できないもの 許可業者 リサイクルが義務付け

られているもの 許可業者  家庭用
パソコン

自動車・バイク
のタイヤ

消火器 オイル類 ペンキ類 ドラム缶 ガスボンベ テレビ、冷蔵庫・冷凍庫、エアコン・
室外機、洗濯機・衣類乾燥機

デスクトップ型

オートバイ
（50cc以上）

スプリング入りベッド
マットレス・ソファー

リサイクル料金などのお問い合わせは
家電リサイクル券センターへ

☎0120-319640

製造メーカーまたは
パソコン3R推進協会へ

☎03-5282-7685

※ 布・枠・スプリングを分別し、布は「も
やせるごみ」へ、枠・スプリングはそれ
ぞれ、1メートル×1メートル×1.5メー
トル以内に切断したものであれば、「粗
大ごみ」としてお出しいただけます。

許可業者  搬 入※1　事業活動に伴って発生したもの 許可業者  搬　入 　引越しごみ、大量ごみ

　「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」により、事業者は事業活
動に伴って発生した廃棄物を自ら適正に処理する責務があります。
　事務所や店舗などから出る紙くずや従業員が食べた弁当の容器
など、事業活動に伴って発生したごみは量の多少に関わらず、ご
み集積所には一切出すことができません。

　一度に大量のごみをごみ集積所へ出
すことは、収集の支障となるだけでは
なく、ごみ集積所を利用している近隣
の方にとっても、ごみが出せなくなる
など迷惑となります。

許可業者  ‥‥ 収集許可業者へ処理を依頼できるもの　　 搬　入  ‥‥ ごみ処理場へ直接搬入できるもの
※1　事業活動に伴って発生するごみは、事業系一般廃棄物のみ搬入可能です。

保存版 年末年始のお知らせ市内除融雪マップなどが掲載してありますので、抜き取って利用できます。

「ごみ集積所」に出せないごみ

収集許可業者 電話番号

（有）渋谷清掃 ☎367-3133

（株）藤原清掃 ☎364-0827

（協）クリーン・センター宮城 ☎0120-245-060

（株）豊島 ☎362-8966

旭興産（株） ☎0120-113-368
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第二中学校第二中学校

山王地区公民館山王地区公民館

南宮交番南宮交番

山王小学校山王小学校

多賀城中学校多賀城中学校

多賀城東小学校多賀城東小学校総合体育館総合体育館

天真小学校天真小学校

東豊中学校東豊中学校

高崎中学校高崎中学校

多賀城市役所多賀城市役所

多賀城小学校多賀城小学校

多賀城交番多賀城交番
大代地区公民館大代地区公民館

城南小学校城南小学校

多賀城八幡小学校多賀城八幡小学校

文化センター文化センター

多賀城市立図書館多賀城市立図書館

除雪・融雪の問い合わせ先
� 市　道 多賀城市建設部道路公園課� ☎368-1141

� �（内線431~435）
� 県　道 宮城県仙台土木事務所

　　　　　　道路管理第一班� ☎297-4315
� 国　道 国土交通省仙台東国道維持出張所� ☎246-4151

＜お願い＞
①�自宅前など、生活道路の除雪をお願いします。
②�車道への雪投げは危険です。道路脇や空き地に寄せるように�
してください。
③�除融雪作業や通行の迷惑になりますので、路上駐車はやめま
しょう。
④�日陰など除融雪作業後でも凍結している場合がありますので、
安全運転を心掛けましょう。

坂道やカーブなどに置いている融雪缶

除雪にご協力をお願いします
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第二中学校第二中学校

山王地区公民館山王地区公民館

南宮交番南宮交番

山王小学校山王小学校

多賀城中学校多賀城中学校

多賀城東小学校多賀城東小学校総合体育館総合体育館

天真小学校天真小学校

東豊中学校東豊中学校

高崎中学校高崎中学校

多賀城市役所多賀城市役所

多賀城小学校多賀城小学校

多賀城交番多賀城交番
大代地区公民館大代地区公民館

城南小学校城南小学校

多賀城八幡小学校多賀城八幡小学校

文化センター文化センター

多賀城市立図書館多賀城市立図書館

市内除融雪路線マップ

雪道の安全確保のために除雪作業または融雪作業を行います
＜作業内容＞
①12月～3月までの冬期間に、路面の状況により除雪作業または融雪作業を実施します。
②�実施する路線は、生活に重要である交通量の多い幹線路線、バス路線、急勾配、急カーブなど危険
が予想される路線とします。

③�除雪作業は、おおむね10センチメートル以上の積雪が見込まれる場合に午前7時までに完了する
ように行います。なお、交通状況により遅れる場合があります。

④融雪作業は、夜間など気温が下がり凍結または凍結のおそれがある場合には、融雪剤を散布します。
⑤�天候の急変などにより除融雪作業が間に合わない場合や、市で除融雪作業を行わない区間や歩道は、
除雪にご協力をお願いします。

※�坂道やカーブなどには小分けした融雪剤を入れた融雪缶を設置していますので、融雪剤の散布にご
協力をお願いします。ただし、自宅などに散布するために融雪剤を持ち帰ることはご遠慮ください。

　�融雪にご協力いただける方は、融雪剤（20キログラム入り2袋まで）を無償で提供しますので、道
路公園課までご連絡の上、お受け取りください。 除雪にご協力をお願いします
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　水道管はマイナス4度を目安に凍結しやすくなります。就寝前に翌日の天気を確認したり、長期間ご
自宅を留守にする際は屋外にある立上管の防護や水抜栓の操作を行うなど、水道管の凍結に十分に注意
しましょう。凍結や破損したときは、まずは水抜栓を閉め、指定給水装置工事事業者または、工務課給
水係へご連絡ください。解氷と修繕は有料となります。

　給湯器には立上管が凍結しないよう、ヒーターが巻かれています。ヒーター
が欠損していないか、コンセントプラグが差し込まれているかを十分に確認
してください。差し込んでも電源ランプが点灯していない場合は、設置した
業者に確認しましょう。
　なお、電源ランプは、外気温が一定以下にならないと点灯しない場合もあ
りますので、操作マニュアルなどで事前に確認しましょう。

給湯器を確認しましょう

　電動式水抜栓は通常時、通水ボタンが点灯しています。
水抜きを行う際は建物内の一番高い位置にある蛇口を空
けっぱなしにし、水抜ボタンを押す事で管内の水が抜け
ます。使用する際は蛇口が全て閉まっているかを確認し、
通水ボタンを押しましょう。
　操作方法はメーカーによって異なりますので、操作マ
ニュアルなどで確認しましょう。

【電動式水抜栓】
水抜栓を使用しましょう

　温暖化の原因とされる温室効果ガスは太陽
からの熱の一部を吸収し、地球の温度を適度
に保つ働きをしています。もし温室効果ガス
がなければ、地球の平均気温は-19℃ほどに
なってしまうと言われています。

　世界の平均気温は2100年ま
でに最悪の場合4.8℃上昇する
可能性があります。これにより、
気候の変化はもちろんのこと、
海水温が上昇して氷河の融解な
どが起こり、海水面が2100年
までに最大82㎝上昇すると予
測されています。日本のような
島国の沿岸は侵食され、砂浜は
消失する可能性があります。

　このような未来を変えるに
は、物質的豊かさを優先した大
量生産、大量消費、大量廃棄型
のライフスタイルや価値観を根
本から見直す必要があります。
　意識を変え、日々の生活の中
で環境行動を実
践し、地球の未
来を変えていき
ましょう。　地球の周りの温室効果ガスが増えると、宇

宙へ逃げるはずの熱を温室効果ガスがため込
み、地球を暖め過ぎてしまいます。 問／生活環境課環境リサイクル推進係　内線234～236

水道管の凍結防止対策 問／工務課給水係
　　内線770、771

STOP！温暖化
～明日も、100年先もそこにあるのは同じ「人間の未来」です～

　世界中から地球温暖化を危ぶむ声が聞こえてきます。皆さんも、猛暑や局所的な豪雨の
増加など、温暖化の影響を感じることがあるのではないでしょうか。なぜ温暖化するのか、
私たちとどう関係しているのかなど基礎知識を確認しましょう。

①本当は良いやつ？！
「温室効果ガス」 ③私たちとの関係は？ ④今行動すれば

未来は変わる！

②増え過ぎると「悪さ」をする

電源スイッチ

操作ボタン

通水ランプ（緑）
水抜ランプ（赤）
水抜栓を動かしている時に点滅し、動かし
終わると点灯します。

それぞれのボタンを押すごとに水抜栓が
通水と水抜きを繰り返します。

凍結を防止するとき（水抜き操作）

水抜きハンドル（白ハンドル）
を、水抜き方向（右回り ）に
止まるまで回します。

屋内のすべての蛇口
（台所、トイレ、お風呂、
洗濯機）を開けてくだ
さい。立上管内に空気
が入り、水が抜けます。

水抜きが終わっ
たら、蛇口を閉
めてください。

空気を吸
入しないと
立上管内の
水が抜けま
せん。

1 2 3

屋内のすべての
蛇口（台所、トイレ、
お風呂、洗濯機）
が閉まっているか、
確認してください。

水抜きハンドル（白ハンドル）
を、通水方向（左方向 ）に
止まるまで回します。通水
状態になります。

蛇口を開けて、水
をお使いください。
通水操作後は蛇口
から飛び散ることが
ありますのでご注意
ください。

1 2 3
水を使う時（通水操作）【地下式水抜栓】
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東北歴史博物館催事情報
問／東北歴史博物館　☎368-0106

消費生活情報
問／市民相談室　内線237～238

開館時間／9:30～17:00（発券は16:30まで）
　　　　　月曜日休館（祝日の場合は翌平日）
※12月4日㈪～1月4日㈭は臨時休館
常設展観覧料／一般460円、小中学生・高校生無料
■第15回館長講座（最終回）
「発掘でめぐる世界―イラン・タイ・イタリア・日本」
日時／12月2日㈯13:30～15:00
費用／無料（申し込み不要）
■冬の体験教室
1月6日㈯宮城の凧

たこ
（するめたんばた）をつくろう

1月13日㈯トンボ玉をつくろう
時間／13:30～15:00
費用／無料
定員／先着15人（12月6日㈬から受付開始）
■れきはく講座(全８回)
当館学芸員が、日頃の調査・研究についてお話しし
ます。各回テーマが異なりますので、講座ごとに受
講できます。詳しくは、博物館ホームページなどで
ご確認ください。
日時／１月7・14・21・28日、２月4・11日、
３月4・11日いずれも日曜日　13:30～15:00
費用／無料（申し込み不要）

■ネット通販の詐欺的サイトトラブルにご注意
　大手企業や有名ブランドそっくりの詐欺的通販サ
イトによる被害が多発しています。
《トラブル事例》
・ブランドバックを注文したら、海外から偽物が届
いた。
・代金を先払いしたが、商品が届かず、連絡も取れ
ない。

《あやしいサイトの見分け方》
・ＵＲＬが不自然。
・会社概要がない。会社名が特定できない。
・一般に流通している価格より大幅に安い価格に
なっている。
・連絡先が不明。住所・電話・責任者名などが記載
されていない。また、日本の住所が記載されていて
も架空だったり、電話番号や携帯番号が日本には存
在しない番号となっている。
・問い合わせ用のアドレスがフリーメールアドレス
となっている。

適正な体重を維持しよう②　「適正体重」を維持する方法
　10月号の食育通信では、「適正体重」を計算する方法をご紹介しました。体重はなぜ増え
たり減ったりするのか、その仕組みを確認しましょう。

　体重の増減は、エネルギーの出入りによって決まります。
摂取エネルギー量（食べる量）と消費エネルギー量（運動
する量）のバランスがとれていれば、体重は変動しません。
　例えば、クッキー1枚を食べると約50キロカロリーのエ
ネルギーが体内に入ります。その分、体を動かす（速歩で
約20分）と消費され、体重は維持できます。体を動かす
ことには、筋力の維持・向上や気分転換といった効果も
あるため、できることから上手に取り入れていきましょう。
　また、運動が難しい場合は、食べる量を3枚から1枚
に減らすなど調整し、摂取エネルギーを節約できるといい
ですね。

問／健康課成人保健係　内線614

　体重を毎日測定し記録することには、ダイエッ
ト効果があるといわれています。気付かないうち
に体重が大幅に増えていた！などということを防
ぐことができ、小さな変化に気付くことによって
生活の振り返りにもつながります。

体重を毎日測定・記録するだけで、
ダイエット効果が！！

◆体重測定のポイント◆
① 毎日同じタイミングで測定
する
（おすすめの時間帯は、起床し
てトイレを済ませた後）

②同じ服で測定する
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お
知
ら
せ

タイトル 日時／会場 内容／対象 費用／問い合わせ
桜木花園幼稚園
成道会おゆうぎ会

12/2㈯9:10開場、9:20開演
／文化センター

当日はフリー席も用意しています。 無料
桜木花園幼稚園　佐藤☎363-0515

将棋教室 12/2、12/9、12/16いずれも土
曜日／12/2文化センター、12/9、
12/16市民活動サポートセンター

9:20～10:20初心者・初級者対象
10:30～11:30中級者・上級者対象

将棋教室:1コマ200円、
将棋大会参加費500円
出原☎090-5067-5191

2017年指し納め将棋大会 12/24㈰12:40受付
／市民活動サポートセンター

13:00開会、16:45終了予定
／棋力不問（全員に賞品あり）

忘年囲碁大会 12/3㈰9:50～
／多賀城囲碁センター

上位者は表彰します。
／どなたでも

1,500円（食事付き）
日本棋院多賀城支部☎368-7925

多賀城笑いヨガの会 12/7㈭13:30～15:00
12/21㈭10:00～11:30
／文化センター

ストレス管理は呼吸管理、笑ったあとの
さわやかさを体験しましょう。
／どなたでも

1回500円
筑波☎794-9072

絵手紙はがき絵
すずらんの会

火曜日コース12/12、12/19
土曜日コース12/9、12/16
いずれも9:30～12:00
／山王地区公民館

お正月の絵手紙を楽しんでみませんか。
／どなたでも（要申込）

体験料2回セット1,000円
（手本代別）
浅野☎363-4887
（9:00～12:00、18:00～20:00）

まんどろスマイル
親子体験会

12/10㈰10:30～11:40
／市民活動サポートセンター

ふれあい遊び・リズムヨガ・ベビーマッ
サージ・絵本遊び
／赤ちゃんやお子様とママやパパ

体験料1,000円（事前申し込み）
まんどろスマイル佐藤
mandoro_smile@yahoo.co.jp

抱っこでステップ♪赤ちゃんとマ
マが一緒に楽しめる
「ベビーダンス」

12/15㈮10:30から（受け付けは
10:15から）
／文化センター

ママのストレス解消や親子の絆作りに最
適！リズムに乗って脳も身体もリフレッ
シュ
／首のすわった生後3カ月以降～だっこ
ひもでだっこできる赤ちゃんとママ

1,200円（保険料込み）
太齋☎090-5186-5706
hugheart3@yahoo.co.jp

多賀城おはなし
ことりのおうち

12/20㈬11:00～
／風の音サテライト史
（市民プール向かい）

よみきかせ、手あそび、わらべうた、紙芝居
／子どもも、昔の子ども（大人）もどなた
でも

無料
小野☎365-1319

陸上自衛隊東北方面音楽隊「第
54回定期演奏会」

2/16㈮19:00～
2/17㈯14:00～
／東北大学川内萩ホール（仙台市）

往復はがきに①郵便番号、住所②名前、
年齢、性別③電話番号④希望公演日⑤人
数（2人まで）を明記し、〒983-8580（住
所不要）総監部広報室「定期演奏会」係へ
（1人1通）1月12日必着

無料（要入場券）
陸上自衛隊東北方面総監部広報室
☎231-1111（内線2373）

　マイナンバー制度による情報連携（※）の本格運用が11月13日㈪に開始されました。
　これにより、税や福祉などマイナンバーを使う各種手続きで、これまで必要だった住民票の写しや課税証明書
など一部の添付書類が省略できるようになりました。
　ただし、手続きによっては引き続き添付書類の提出が必要となるものもありますので、詳しくは各手続きの担
当課にご確認ください。
　なお、マイナンバーを記載した書類を提出する際は、「マイナンバーカード」または「通知カードと本人確認書類
（運転免許証など）」が必要となりますのでご注意願います。
※　法律に基づき、異なる行政機関の間で専用のネットワークシステムを用いて情報のやり取りをすることです。

●原稿は掲載希望の前月5日まで地域コミュニティ課広報
広聴係（ファクス 368-2369）へ。記事の量が多い月は翌月
以降に繰り越す場合があります。
●市民による市内での活動を優先して掲載しますので、そ
れ以外の情報は掲載できない場合があります。営利事業な
どは掲載いたしません。また、市ホームページにも転載さ
れます。

会
員
募
集

タイトル 日時／会場 内容／対象 費用／問い合わせ
空手道 武現塾 毎週木曜日 多賀城中学校

毎週土曜日 第二中学校
いずれも19:00～21:00

どなたでも 月1,000円（入会金3,000円）
堀江☎090-7067-2287
taga_bugen@yahoo.co.jp

フラワーサークル
（アレンジメントフラワー）

毎週土曜日13:30～16:00
／市民活動サポートセンター

アレンジメントフラワー（生花・月4回
位）、いけ花（月2回）、プリザーブド（月
1回）

生花3,100円、いけ花2,900円、プリ
ザーブド4,300円（別途維持費必要）
伊藤☎090-7077-2795

フラワーサークル 生花は毎週、プリは月1回火曜日
10:30～、13:30～、15:00～
／市民活動サポートセンター

X'masやお正月など、季節のアレンジメ
ントを作ってみませんか？初心者の方大
歓迎

生花3,300円、プリ4,300円
（費用は1回参加ごとに支払い）
宮澤☎090-1938-8602

ＳＭＩＬＥ　ＹＯＧＡ 月2～4回火曜日19:00～20:30
／文化センター

ヨガ（初心者クラス新規募集） 月3,000円
yogakiyo@hotmail.com

新婦人親子リズムりんご 毎週金曜日10:00～
／高橋地区生活センター

スキンシップを大切に親子でリズム体操
をします／生後6カ月から入園時前の親子

月1,200円
あおしま☎090-1203-7345

健康体操同好会 毎週金曜日10:30～11:30
／総合体育館

脂肪を燃焼して、体をキレイに引き締め
る初心者向きの健康体操クラスです。

月2,000円（月4回）
鈴木☎080-4734-0722

マイナンバーを使う手続きで、一部の添付書類が省略できるようになりました
問／総務課情報化推進係　内線536、537

19 広報多賀城　2017.12

　
今
月
は
、
多
賀
城
で
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
・
運
営
し
て
い
る
市
民
団
体「
T
・
A
・
P（
タ

ウ
ン
・
ア
ク
テ
ィ
ベ
イ
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

多
賀
城
」を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
T
・
A
・
P
多
賀
城
が
生
ま
れ
た
の
は
13
年
前
。

閑
散
と
し
て
い
た
多
賀
城
駅
前
を
見
て
、
駅
前

に
賑
わ
い
を
生
む
た
め
に
、
何
か
イ
ベ
ン
ト
を

立
ち
上
げ
よ
う
と
9
人
が
集
ま
っ
た
の
が
始
ま

り
で
す
。

　
初
め
て
行
っ
た
イ
ベ
ン
ト
は
、
当
時
友
好
都
市

を
結
ん
だ
ば
か
り
の
天
童
市
と
コ
ラ
ボ
し
た「
天

童
・
多
賀
城
市
民
ま
つ
り
」で
す
。
知
名
度
も
な

い
任
意
団
体
が
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
ま
で
に
は

大
変
な
苦
労
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
結
果
は
大

成
功
と
な
り
、
T・A・P
多
賀
城
の
皆
さ
ん
は

強
い
達
成
感
を
感
じ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
を
き
っ

か
け
と
し
て
、「
悠
久
の
詩
都（
ま
ち
）の
灯
」や「
多

賀
城
ビ
ア
サ
ミ
ッ
ト
」な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
が
生
ま
れ
、
今
で
は
多
賀
城
の
季
節
を
彩
る
、

欠
か
せ
な
い
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
T・A・P
多
賀
城
は
、
多
賀
城
駅
前
の
賑
わ

い
を
創
出
し
、
本
市
の
P
R
と
交
流
人
口
拡
大

に
尽
力
し
て
い
る
功
績
か
ら
、
今
年
11
月
1
日
に

市
政
功
労
者
表
彰
を
受
賞
。

　
T・A・P
多
賀
城
の
事
務
局
長
で
あ
る
加
藤

則
博
さ
ん
は「
結
成
し
て
13
年
を
迎
え
て
、
や
っ

と
皆
さ
ん
に
認
め
ら
れ
た
の
か
な
と
い
う
想
い
が

あ
り
ま
す
。
う
れ
し
い
限
り
で
す
」と
話
し
て
い

ま
し
た
。
今
後
の
目
標
は
、
法
人
格
を
と
り
大
き

な
企
画
を
行
う
こ
と
と
、若
手
会
員
の
加
入
促
進・

育
成
で
、
若
手
に
想
い
を
受
け
継
い
で
も
ら
い
た

い
と
の
こ
と
で
す
。

　
11
月
23
日
か
ら
は
悠
久
の
詩
都
の
灯
を
開
催
す

る
と
の
こ
と
。「
多
賀
城
に
し
か
な
い
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
」と
い
う
趣
旨
で
2
0
0
6
年
11
月
か
ら

灯
り
を
灯
し
、
自
分
た
ち
の
手
で
飾
り
付
け
な
ど

を
行
い
続
け
て
い
ま
す
。
震
災
が
あ
っ
た
年
も
絶

や
す
こ
と
な
く
開
催
さ
れ
て
お
り
、
加
藤
さ
ん
は

「
一
番
は
、
多
賀
城
に
い
て
良
か
っ
た
っ
て
市
民

の
方
に
も
共
感
を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
す
」と

語
り
ま
す
。
今
年
は
新
た
に
60
メ
ー
ト
ル
の
光
の

回
廊
を
作
る
そ
う
で
す
。
イ
ベ
ン
ト
で
し
か
食
べ

ら
れ
な
い
T・A・P
多
賀
城
発
案
多
賀
城
風
ミ

ネ
ス
ト
ロ
ー
ネ「
タ
ケ
ヒ
ロ
―
ネ
」も
販
売
予
定
で

す
の
で
、
多
賀
城
に
し
か
な
い
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
を
ぜ
ひ
見
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

T・A・P
多
賀
城
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

加
藤
☎
0
9
0
・
2
3
6
8
・
4
3
1
8
ま
で

移動図書館 さざんか号
12月の予定

巡 回 場 所 日　程 時　間

塩釜第三中学校内駐車場
11日㈪、25日㈪

9:30～10:00

丸山住宅集会所南側駐車場 10:30～11:00

塩釜第三中学校内駐車場
4日㈪、18日㈪

9:30～10:00

市営鶴ケ谷住宅駐車場 10:30～11:00

高橋・発向興業駐車場
5日㈫、19日㈫

9:30～10:00

ヨークベニマル
多賀城店駐車場 10:30～11:00

新田公民館前
13日㈬、27日㈬

9:30～10:00

市営新田住宅駐車場 10:30～11:00

市民プール駐車場
7日㈭、21日㈭

9:30～10:00

ヤマザワ多賀城店駐車場 10:30～11:00

市営宮内住宅駐輪場前
6日㈬、20日㈬

9:30～10:00

桜木・県営住宅集会所前 10:30～11:00

※雨などで中止になった場合、振り替え巡回は行いません。

問／市立図書館
☎022-368-6226

ご
厚
意
に
感
謝（
敬
称
略
）

﹇
社
会
福
祉
協
議
会
へ
﹈

・
齋　
金
助（
笠
神
5
丁
目
）

・
学
校
法
人
東
北
学
院　
東
北
学
院
幼
稚
園

　
Ｐ
Ｔ
Ａ（
高
崎
3
丁
目
）

日
赤
会
費
募
集
の
ご
協
力
に

感
謝
し
ま
す

　

寄
せ
ら
れ
た
会
費
は
災
害
救
護
、
血
液
事
業
、

救
急
医
療
な
ど
の
赤
十
字
事
業
資
金
と
し
て
大
切

に
使
わ
れ
ま
す
。

平
成
29
年
４
月
か
ら
10
月
ま
で
に
寄
せ
ら
れ
た

会
費

一
般
会
費
／

１
万
３
４
５
２
人　
７
４
６
万
７
１
１
３
円

法
人
会
費
／
50
件　
50
万
６
千
円

問
／
社
会
福
祉
課
総
務
企
画
係　
内
線
１
６
２

運
転
免
許
返
納
に
係
る
優
遇
措
置

　

運
転
免
許
の
自
主
返
納
制
度
は
、
高
齢
な
ど
に

よ
る
身
体
機
能
の
衰
退
や
判
断
力
の
低
下
な
ど
、

安
全
な
運
転
に
支
障
が
あ
る
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、

も
う
自
動
車
な
ど
を
運
転
し
な
い
の
で
返
納
し
た

い
と
い
う
方
が
自
主
的
に
返
納
す
る
制
度
で
す
。

　
塩
釜
地
区
交
通
安
全
協
会
で
は
、
免
許
証
を
返

納
し
た
会
員
に
運
転
経
歴
証
明
書
の
交
付
手
数
料

千
円
を
助
成
す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。ま
た
、

宮
城
県
タ
ク
シ
ー
協
会
塩
釜
支
部
で
は
、
自
主
返

納
に
対
す
る
優
遇
措
置
と
し
て
、
65
歳
以
上
の
方

が
運
転
経
歴
証
明
書
を
提
示
し
た
際
に
乗
車
料
金

の
１
割
引
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
免
許
返
納
は
、
県
内
の
免
許
セ
ン
タ
ー
、
警
察

署
で
申
請
で
き
ま
す
。

問
／
宮
城
県
塩
釜
警
察
署
交
通
課

☎
３
６
２
・
４
１
４
１

T
タ
·A
ッ
·P
プ
多賀城

悠久の詩都の灯の詳しい内容はT・A・P多賀
城フェイスブックで紹介

第3回多賀城ビアサミットの様子

多賀城に誇りを持った方、団体を紹介します

さざんか号の予定移　動
図書館
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市
営
住
宅
お
よ
び

 

県
営
住
宅
入
居
者

　
市
営
住
宅
お
よ
び
県
営
住
宅
の
入
居

者
募
集
を
実
施
し
ま
す
。

　
12
月
1
日
㈮
か
ら
都
市
計
画
課
総
務

企
画
係（
内
線
4
2
1
～
4
2
3
）で

申
込
用
紙
を
配
布
し
ま
す
。

募
集
対
象
／

桜
木
住
宅（
1
L
D
K
1
戸
）

鶴
ケ
谷
住
宅（
2
D
K
2
戸
）

申
込
資
格
／
一
般
世
帯
の
場
合
は
月
収

額
が
15
万
8
千
円
ま
で
の
方
、
裁
量
世

帯（
障
害
者
や
未
就
学
児
を
含
む
世
帯
）

の
場
合
は
月
収
額
が
21
万
4
千
円
ま
で

の
方

申
込
・
問
／
12
月
1
日
㈮
か
ら
12
日
㈫

ま
で
郵
送
に
て
宮
城
県
住
宅
供
給
公
社

（
仙
台
市
青
葉
区
上
杉
1
の
1
の
20
）へ

☎
2
2
4
・
0
0
1
4

平
成
30
年
度
保
育
士

（
非
常
勤
職
員
）

募
集
人
数
／
5
人
程
度

資
格
／
保
育
士
資
格

任
用
期
間
／
平
成
30
年
4
月
1
日
～
平

成
31
年
3
月
31
日（
最
長
5
年
度
の
更

新
有
）

報
酬
額︵
予
定
︶／
月
額
15
万
5
8
0
0

円（
時
間
外
勤
務
手
当
、
通
勤
手
当
、

社
会
保
険
な
ど
有
）

勤
務
時
間
／
1
日
6
時
間
程
度
を
週
5

日
。
シ
フ
ト
制
勤
務
。
土
曜
日
勤
務
有

面
接
日
程
／
12
月
下
旬
予
定

備
考
／
平
成
29
年
度
中
に
勤
務
い
た
だ

け
る
保
育
士（
非
常
勤
職
員
）も
募
集
中

で
す
。
勤
務
条
件
な
ど
は
左
記
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
／
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
写
真
を
貼
付
の
上
、
資

格
証
明
書
類
の
写
し
を
添
え
12
月
15
日

㈮
ま
で
に
保
育
課
保
育
企
画
係（
内
線

1
8
2
）へ
直
接
。

平
成
29
年
度
防
火
標
語

応
募
期
間
／
12
月
11
日
㈪
～
平
成
30
年

1
月
11
日
㈭

応
募
資
格
／
多
賀
城
市
・
塩
竈
市
・
松

島
町
・
七
ケ
浜
町
・
利
府
町
に
居
住
ま

た
は
通
勤
・
通
学
す
る
方

※
入
選
作
品
は
、
氏
名
、
勤
務
先
ま
た

は
学
校
名
を
火
災
予
防
広
報
に
掲
載
し

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

応
募
作
品
／
家
庭
、
地
域
ま
た
は
職
場

に
お
け
る「
防
火
」（
未
発
表
の
も
の
）

応
募
方
法
／
一
人
1
点
。
官
製
は
が
き

に
標
語
、
住
所
、
氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）、

年
齢
、
勤
務
先
ま
た
は
学
校
名
、
電
話

番
号
を
記
入
し
、
塩
釜
地
区
消
防
事
務

組
合
消
防
本
部
防
火
標
語
募
集
係

（
〒
9
8
5
︱
0
0
2
1
塩
竈
市
尾
島

町
17
の
22
）ま
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

問
／
塩
釜
地
区
消
防
事
務
組
合
消
防
本

部
予
防
課
指
導
係

☎
3
6
1
・
1
6
1
7

平
成
30
年
成
人
式

日
時
／
1
月
7
日
㈰
午
前
11
時
か
ら

（
午
前
10
時
20
分
受
付
開
始
）

会
場
／
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

対
象
／
平
成
9
年
4
月
2
日
か
ら
平
成

10
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

内
容
／
思
い
出
の
写
真
の
ス
ラ
イ
ド
上

映
や
恩
師
ス
ピ
ー
チ
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

※
12
月
1
日
現
在
市
内
に
お
住
ま
い
の

く
だ
さ
い
。︵
内
線
1
8
2
︶

平
成
29
年
度
防
火
標
語

応
募
期
間
／
12
月
11
日
㈪
～
平
成
30
年

1
月
11
日
㈭

応
募
資
格
／
多
賀
城
市
・
塩
竈
市
・
松

島
町
・
七
ケ
浜
町
・
利
府
町
に
居
住
ま

た
は
通
勤
・
通
学
す
る
方

※
入
選
作
品
は
、
氏
名
、
勤
務
先
ま
た

は
学
校
名
を
火
災
予
防
広
報
に
掲
載
し

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

応
募
作
品
／
家
庭
、
地
域
ま
た
は
職
場

に
お
け
る「
防
火
」（
未
発
表
の
も
の
）

応
募
方
法
／
一
人
1
点
。
官
製
は
が
き

に
標
語
、
住
所
、
氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）、

年
齢
、職
業（
勤
務
先
ま
た
は
学
校
名
）、

電
話
番
号
を
記
入
し
、
塩
釜
地
区
消
防

事
務
組
合
消
防
本
部
防
火
標
語
募
集
係

（
〒
9
8
5
︱
0
0
2
1
塩
竈
市
尾
島

町
17
番
22
号
）ま
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

問
／
塩
釜
地
区
消
防
事
務
組
合
消
防
本

部
予
防
課
指
導
係

☎
3
6
1
・
1
6
1
7

平
成
30
年
成
人
式

日
時
／
1
月
7
日
㈰
午
前
11
時
か
ら

（
午
前
10
時
20
分
受
付
開
始
）

会
場
／
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

対
象
／
平
成
9
年
4
月
2
日
か
ら
平
成

10
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

内
容
／
思
い
出
の
写
真
の
ス
ラ
イ
ド
上

映
や
恩
師
ス
ピ
ー
チ
を
予
定
し
て
い
ま

方
に
は
、
12
月
中
旬
に
案
内
状
を
発
送

し
ま
す
。
市
外
に
住
所
の
あ
る
方
も
参

加
で
き
ま
す
の
で
、
直
接
会
場
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

問
／
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

内
線
5
4
2

公
園
の
水
飲
み
場
が
使
用

で
き
な
く
な
り
ま
す

　
公
園
の
水
道
管
凍
結
破
損
防
止
の
た

め
、
12
月
中
旬
か
ら
3
月
中
旬
ま
で
、

市
内
各
公
園
内
の
水
飲
み
場
を
止
水
し

ま
す
。
※
ト
イ
レ
は
使
用
可
能
で
す
。

問
／
道
路
公
園
課
維
持
修
繕
係　

内
線
4
3
4
、
4
3
5

多
賀
城
駅
南
口
駅
前
広
場

内
ロ
ー
タ
リ
ー
の
駐
停
車

禁
止
に
つ
い
て

　
7
月
1
日
よ
り
、
多
賀
城
駅
南
口
駅

前
広
場
駐
車
場
が
利
用
開
始
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
開
始
に
伴
い
南
口
駅
前
広

場
内
ロ
ー
タ
リ
ー
が
駐
停
車
禁
止
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
駅
利
用
者
に
よ
る
乗
降
時
の
駐
停
車

は
北
口
駅
前
広
場
か
、
新
設
さ
れ
た
多

賀
城
駅
南
口
駅
前
広
場
駐
車
場
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

※
北
口
駅
前
広
場（
ロ
ー
タ
リ
ー
内
）

は
、
乗
降
用
の
た
め
の
停
車
区
域
な
の

で
、
長
時
間
の
駐
車
時
は
北
口
駅
前
広

場
を
利
用
せ
ず
、
南
口
駅
前
広
場
駐
車

場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

南
口
駅
前
広
場
駐
車
場
の
概
要

駐
車
可
能
台
数
／
27
台（
う
ち
2
台
障

が
い
者
用
レ
ー
ン
）

駐
車
料
金
・
利
用
時
間
／
開
始
30
分
間

無
料
、
以
降
30
分
ご
と
に
1
0
0
円

に
な
り
ま
す（
料
金
の
上
限
が
な
い
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
図
書
館

利
用
な
ど
の
割
引
対
象
の
駐
車
場
で
は

あ
り
ま
せ
ん
）。

問
／
道
路
公
園
課
管
理
係

内
線
4
3
1
～
4
3
3

み
や
ぎ
介
護
人
材
を
育
む

取
組
宣
言
認
証
制
度

　
こ
の
制
度
は
、介
護
職
員
の
育
成
や
、

働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
の
仕
組
み
を

整
え
て
い
る
介
護
事
業
所
が
宣
言
し
、

宮
城
県
の
他
介
護
関
係
団
体
で
組
織
す

る
宮
城
県
介
護
人
材
確
保
協
議
会
が
認

証
す
る
制
度
で
す
。
宣
言
・
認
証
事
業

所
は
、
み
や
ぎ
介
護
人
材
を
育
む
取
組

宣
言
認
証
制
度
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

表
し
て
い
ま
す
。

くらしのくらしの
情報情報

募
集

お
知
ら
せ

市役所

多賀城駅前
公園

南口

北口
図書館

立体駐車場

北口駅前広場ロータリー
（停車区域）長時間駐車禁止

南口駅前広場ロータリー
（一般車両駐停車禁止区域）
（バス・タクシーは区域内駐停車可）

南口駅前広場駐車場
（駐停車区域）

多賀城駅
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介
護
に
つ
い
て
興
味
が
あ
る
皆
さ
ま

（
介
護
の
仕
事
や
、
利
用
す
る
介
護
事

業
所
を
探
し
て
い
る
方
な
ど
）は
、
是

非
こ
の
情
報
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
今
年
度
の
介
護
事
業
所
か
ら
の
宣

言
申
請
は
10
月
よ
り
開
始
し
て
い
ま

す
。
申
請
方
法
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

問
／
み
や
ぎ
介
護
人
材
を
育
む
取
組
宣

言
認
証
制
度
事
務
局

☎
3
4
3
・
8
5
3
8

宮
城
県
保
健
福
祉
部
長
寿
社
会
政
策
課

企
画
推
進
班

☎
2
1
1
・
2
5
3
6

期
限
内
に
接
種
し
ま
し
ょ
う

国
民
健
康
保
険
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
助
成
事
業

　
予
防
接
種
を
受
け
る
日
に
、
多
賀
城

市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
65

歳
未
満
の
方
を
対
象
に
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
に
か
か
る
費
用
の
一
部

を
助
成
し
て
い
ま
す
。
接
種
期
限
は
平

成
30
年
1
月
31
日
ま
で
で
す
。
接
種
を

予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、
流
行
の
ピ
ー

ク
が
12
月
末
～
3
月
で
す
の
で
、
早
め

に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

助
成
額
／
1
回
あ
た
り
2
千
円
を
上
限

と
し
1
人
1
回
ま
で（
13
歳
未
満
の
方

は
2
回
ま
で
）

申
請
方
法
／
指
定
医
療
機
関
に
保
険
証

と
印
鑑
を
持
参
し
、
窓
口
に
備
え
つ
け

の
助
成
申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
押
印
の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
2
千
円
を
超
え
る
費
用
は
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
。）

※
指
定
医
療
機
関
の
一
覧
は
保
険
証
送

付
時
に
同
封
の
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
／
国
保
年
金
課
国
保
庶
務
係

内
線
1
2
1
～
1
2
3

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種

　
事
前
に
申
し
込
み
を
し
た
方
は
、
配

布
さ
れ
た
受
診
票
を
持
参
し
て
、
指
定

医
療
機
関
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

期
間
／
10
月
1
日
～
平
成
30
年
1
月
31

日（
指
定
医
療
機
関
の
休
診
日
を
除
く
）

会
場
／
指
定
医
療
機
関

対
象
／
接
種
日
に
お
い
て
65
歳
以
上
の

方（
接
種
日
に
65
歳
未
満
の
方
は
接
種

で
き
ま
せ
ん
）

　
な
お
、
次
の
方
で
接
種
を
希
望
す
る

場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
申
し
込
み
を
し
な
か
っ
た
方

・
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
・
腎

臓
・
呼
吸
器
・
ヒ
ト
免
疫
機
能
に
重
い

障
害
の
あ
る
方

・
指
定
医
療
機
関
以
外
で
接
種
を
希
望

す
る
方

費
用
／
2
千
円（
生
活
保
護
世
帯
の
方

は
無
料
で
す
。
詳
し
く
は
配
布
さ
れ
た

受
診
票
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

問
／
健
康
課
成
人
保
健
係

内
線
6
1
1
～
6
1
3

就
学
前
の
予
防
接
種
は

お
済
で
す
か
?

○
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

～
1
歳
に
な
っ
た
ら
1
回
、
小
学
校
入

学
前
の
1
年
間
に
も
う
1
回
～

　

麻
し
ん（
は
し
か
）は
感
染
力
が
強

く
、
高
熱
と
と
も
に
発
疹
が
現
れ
、
肺

炎
や
、
ま
れ
に
脳
炎
を
合
併
す
る
病
気

で
す
。
空
気
感
染
も
す
る
の
で
手
洗
い

や
マ
ス
ク
だ
け
で
は
予
防
で
き
ま
せ
ん
。

　
風
疹
は
、軽
い
か
ぜ
症
状
で
始
ま
り
、

発
疹
、
発
熱
、
後
頸
部
リ
ン
パ
節
腫
脹

な
ど
が
主
な
症
状
で
す
。

　

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
は
、

1
回
の
接
種
で
は
時
間
と
と
も
に
免
疫

が
減
少
し
て
い
く
た
め
、
2
回
の
接
種

が
必
要
で
す
。

対
象
年
齢
／〈
第
1
期
〉1
歳
か
ら
2
歳

未
満〈
第
2
期
〉就
学
前
の
1
年
間

平
成
29
年
度
対
象
者
は
平
成
23
年
4
月

2
日
か
ら
、24
年
4
月
1
日
生
ま
れ（
第

2
期
の
接
種
期
限
は
平
成
30
年
3
月
31

日
ま
で
で
す
。）

※
第
2
期
の
接
種
対
象
は
就
学
前
の
1

年
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
母
子
健
康
手
帳
を
確
認
し
、
早
め
に

接
種
を
し
ま
し
ょ
う
。

接
種
方
法
／
指
定
医
療
機
関
で
個
別
に

接
種（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
可
能
）

持
ち
物
／
母
子
健
康
手
帳
、
予
診
票

費
用
／
無
料

※
対
象
年
齢
を
過
ぎ
る
と
全
額
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
／
健
康
課
親
子
保
健
係

内
線
6
1
5
～
6
1
8

平
成
30
年
度
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
利
用
案
内

　
平
成
30
年
度
利
用
申
請
の
手
続
き
は

左
表
の
と
お
り
で
す
。

対
象
／
就
労
な
ど
に
よ
り
、
保
護
者
が

昼
間
家
庭
に
い
な
い
多
賀
城
市
立
小
学

校
に
通
う
児
童

配
布
開
始
／
11
月
27
日
㈪
か
ら

受
付
期
間
／
12
月
11
日
㈪
か
ら
平
成
30

年
1
月
13
日
㈯
ま
で

受
付
時
間
／
午
前
9
時
か
ら
午
後
6
時

ま
で

（
日
曜
・
祝
日
、
12
月
28
日
か
ら
翌
年

1
月
4
日
ま
で
を
除
く
）

問
／
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
政
策
係

内
線
6
7
2

被
災
者
支
援
制
度
の

申
請
は
お
済
み
で
す
か

　
東
日
本
大
震
災
に
関
す
る
支
援
制
度

の
申
請
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す
。
申
請

漏
れ
が
な
い
か
改
め
て
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

■
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度

〈
基
礎
支
援
金
〉住
宅
の
被
害
程
度
に
応

じ
た
支
援
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

〈
加
算
支
援
金
〉基
礎
支
援
金
を
申
請
し

た
世
帯
の
住
宅
再
建
方
法
に
応
じ
た
支

援
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
／
①
被
災
時
居
住
し
て
い
た
住
宅

が
大
規
模
半
壊
以
上
、
ま
た
は
長
期
避

難
区
域
に
該
当
す
る
方

②
半
壊
で
、
震
災
に
よ
り
や
む
を
得
ず

住
宅
を
解
体
す
る
方

申
請
期
限
／

〈
基
礎
支
援
金
〉平
成
30
年
4
月
10
日

〈
加
算
支
援
金
〉平
成
30
年
4
月
10
日

■
被
災
者
住
宅
再
建
補
助
制
度

　
市
内
に
住
宅
を
建
設
ま
た
は
購
入
す

る
際
の
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
／
被
災
時
居
住
し
て
い
た
住
居
が

全
壊
、
ま
た
は
半
壊
・
大
規
模
半
壊
で

解
体
し
た
方
の
う
ち
、
市
内
に
住
宅
を

建
設
・
購
入
し
た
方

申
請
期
限
／
平
成
31
年
3
月
31
日

問
／
生
活
支
援
課
支
援
調
整
係

内
線
1
3
2
、
1
3
3

放課後児童クラブ開設時間・料金

開設時間

平日
（通常利用）授業終了後～18:00
（延長利用）18:00～19:00
土曜日　8:00～18:00
学校の休校日（長期休みなど）
（通常利用）8:00～18:00
（延長利用）18:00～19:00

利用料金
（月額）

通常利用
（～18:00） 3,000円

延長利用
（18:00～19:00） 1,000円

クラブ名 配付・受付場所
多賀城小学校
放課後児童クラブ 鶴ケ谷児童館

鶴ケ谷1丁目10-5
☎362-0763

多賀城東小学校
放課後児童クラブ
天真小学校
放課後児童クラブ
山王小学校
放課後児童クラブ 西部児童センター

新田字下1-1
☎368-4142

城南小学校
放課後児童クラブ
多賀城八幡小学校
放課後児童クラブ
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児
童
扶
養
手
当
の
支
給

　
平
成
29
年
8
月
分
～
11
月
分
の
児
童

扶
養
手
当
を
、
受
給
資
格
者
の
方
の
指

定
口
座
に
12
月
11
日
㈪
に
振
り
込
み
ま

す
。
振
込
時
間
帯
の
指
定
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
入
金
の
確
認
は
翌
日
以
降
、

通
帳
に
記
帳
し
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
児
童
扶
養
手
当
は
、
原
則
と
し
て
ひ

と
り
親
の
方
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
手

当
で
す
。

問
／
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家
庭
係

内
線
6
7
4

12
月
3
日
か
ら
9
日
は

「
障
害
者
週
間
」

　
障
害
者
週
間
は
、
障
害
者
の
福
祉
に

つ
い
て
関
心
と
理
解
を
深
め
る
と
と
も

に
、
障
害
者
が
社
会
・
経
済
・
文
化
な

ど
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
へ
積
極
的

に
参
加
す
る
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
昨
年
4
月
、
障
害
者
差
別
解

消
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
障
害
者
差

別
解
消
法（
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別

の
解
消
の
促
進
に
関
す
る
法
律
）と
は
、

国
や
市
町
村
と
い
っ
た
行
政
機
関
や
、

会
社
や
お
店
な
ど
の
民
間
事
業
者
に
お

け
る
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な
く

し
、
す
べ
て
の
人
が
障
害
の
あ
る
な
し

に
関
わ
ら
ず
、
お
互
い
に
人
格
と
個
性

を
尊
重
し
あ
い
な
が
ら
共
生
で
き
る
社

会
を
つ
く
る
た
め
の
法
律
で
す
。

　
私
た
ち
が
で
き
る
取
り
組
み
の
具
体

例
と
し
て
、
次
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

・
障
害
者
等
優
先
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に

は
、
必
要
が
な
い
人
は
駐
車
し
な
い

・
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
上
に
自
転
車
な
ど

の
障
害
物
を
置
か
な
い

・
電
車
や
バ
ス
な
ど
で
席
を
必
要
と
し

て
い
る
人
が
い
た
ら
、
優
先
席
で
な
く

て
も
席
を
譲
る

・
車
い
す
利
用
者
な
ど
が
手
の
届
か
な

い
陳
列
棚
の
商
品
を
、
代
わ
り
に
と
っ

て
手
渡
す

・
音
声
案
内
の
な
い
信
号
機
が
設
置
さ

れ
た
横
断
歩
道
で
、
視
覚
障
害
の
あ
る

人
が
い
た
ら「
青
に
な
り
ま
し
た
よ
」な

ど
と
声
を
か
け
る

　
こ
の
機
会
に
、
障
害
者
の
生
活
に
つ

い
て
正
し
く
理
解
し
、
障
害
者
の
自
立

と
社
会
参
加
へ
の
よ
り
一
層
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
障
害
の
あ
る
方
の
た
め
に
、
市
役
所

の
他
に
も
左
表
の
相
談
窓
口
を
開
設
し

て
い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

問
／
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

内
線
1
6
6
～
1
6
8

特
別
障
害
者
手
当
等
制
度

特
別
障
害
者
手
当

　

身
体
ま
た
は
精
神（
知
的
障
害
を
含

む
）に
重
度
障
害
が
2
つ
以
上
重
複
す

る
な
ど
に
よ
り
、
日
常
生
活
に
お
い
て

常
時
特
別
な
介
護
を
必
要
と
す
る
20
歳

以
上
の
在
宅
の
重
度
障
害
者
に
支
給
さ

れ
る
手
当
で
す
。

障
害
児
福
祉
手
当

　

身
体
ま
た
は
精
神（
知
的
障
害
を
含

む
）に
重
度
の
障
害
が
あ
る
た
め
日
常

生
活
に
お
い
て
常
時
介
護
を
必
要
と
す

る
20
歳
未
満
の
在
宅
の
重
度
障
害
児
に

支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

支
給
要
件
／
⑴
病
院
ま
た
は
診
療
所
に

継
続
し
て
3
カ
月
を
超
え
て
入
院
し
て

い
な
い
こ
と（
特
別
障
害
者
手
当
）

⑵
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
な
い
こ
と

⑶
受
給
者
お
よ
び
受
給
者
の
配
偶
者
・

扶
養
義
務
者
の
所
得
が
所
得
限
度
額
以

内
で
あ
る
こ
と

　
手
当
の
受
給
に
つ
い
て
は
、
障
害
程

度
の
判
定
が
あ
る
た
め
、
原
則
と
し
て

手
当
用
認
定
診
断
書
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
／
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

内
線
1
6
7
、
1
6
8

み
み
サ
ポ
サ
ロ
ン

　
聴
覚
障
害
の
あ
る
方
が
、
地
域
の
中

で
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
の
情
報
満
載

の
サ
ロ
ン
で
す
。
ど
な
た
で
も
ご
参
加

い
た
だ
け
ま
す
。
手
話
通
訳
と
要
約
筆

記
付
き
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は「
知
っ
得
!

な
る

ほ
ど
!

介
護
予
防
の
ア
レ
コ
レ
」で
す
。

将
来
の
心
配
を
さ
れ
て
い
る
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
介
護
予
防

に
つ
い
て
、教
え
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

他
に
交
流
サ
ロ
ン
、
個
別
相
談
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

日
時
／
12
月
12
日
㈫
午
後
1
時
～
4
時

会
場
／
市
役
所
6
階
6
0
1
会
議
室

申
込
／
な
し

問
／
宮
城
県
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン

タ
ー（
み
み
サ
ポ
み
や
ぎ
）

☎
3
9
3
・
5
5
0
1

フ
ァ
ク
ス
3
9
3
・
5
5
0
2

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事

を
し
た
住
宅
の
固
定
資
産

税
を
減
額
し
ま
す

　
次
の
要
件
の
す
べ
て
を
満
た
す
場
合

に
、
固
定
資
産
税
の
減
額
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
改
修
工
事
後
3
カ
月

以
内
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※
新
築
住
宅
に
よ
る
減
額
ま
た
は
耐
震

改
修
に
よ
る
減
額
の
い
ず
れ
か
を
受
け

て
い
る
期
間
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

要
件
／
①
新
築
後
10
年
以
上
経
過
し
た

住
宅（
賃
貸
住
宅
部
分
を
除
く
）で
あ
る

こ
と

②
次
の
い
ず
れ
か
の
方
が
居
住
し
て
い

る
住
宅
で
あ
る
こ
と

・
65
歳
以
上
の
方
・
要
介
護
認
定
ま
た

は
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
る
方
・
障

害
が
あ
る
方

③
次
の
工
事
で
、
補
助
金
な
ど
を
除
く

自
己
負
担
額
が
一
戸
当
た
り
50
万
円
を

超
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と

・
廊
下
の
拡
幅
、階
段
の
勾
配
の
緩
和
、

浴
室
の
改
良
、
便
所
の
改
良
、
手
す
り

の
取
り
付
け
、
床
の
段
差
解
消
、
引
き

戸
へ
の
取
り
替
え
、
床
表
面
の
滑
り
止

め
化

範
囲
／
一
戸
あ
た
り
1
0
0
平
方
メ
ー

ト
ル
相
当
分
ま
で
の
税
を
3
分
の
1
減

額期
間
／
工
事
が
完
了
し
た
日
の
属
す
る

年
の
翌
年
1
月
1
日
を
賦
課
期
日
と
す

る
年
度
分

必
要
書
類
／

①
減
額
申
告
書
＝
税
務
課
固
定
資
産
税

係
窓
口
に
備
え
付
け（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

②
納
税
義
務
者
の
住
民
票
の
写
し

③
介
護
保
険
給
付
金（
介
護
予
防
住
宅

改
修
費
な
ど
）の
決
定
通
知
書

④
改
修
工
事
の
内
容
が
分
か
る
書
類

（
工
事
明
細
書
の
写
し
、
改
修
工
事
箇

所
の
写
真
、
領
収
書
の
写
し
な
ど
）

⑤
要
件
を
満
た
す
こ
と
を
証
明
す
る
書

類（
介
護
保
険
被
保
険
者
証
の
写
し
、

身
体
障
害
者
手
帳
の
写
し
な
ど
）

問
／
税
務
課
固
定
資
産
税
係

内
線
1
5
4
～
1
5
6

事業所名 電話
ファクス 利用時間 対象

指定相談
支援事業所
けやき

362-7872 平日
8:30～17:00

障害者
障害児

指定相談
支援事業所
太陽の家

365-2861 平日
8:30～17:30 障害児
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家
屋
調
査
に
ご
協
力
を

　
今
年
完
成
し
た
新
築
・
増
築
家
屋
の

調
査
を
行
い
ま
す
。
家
屋
が
完
成
し
た

ら
、
市
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
市
か

ら
連
絡
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
の
際
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
取
り
壊
し
た
家
屋
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
家
屋
滅
失
届
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

問
／
税
務
課
固
定
資
産
税
係

内
線
1
5
4
～
1
5
6

塩
竈
斎
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
平
成
30
年
1
月
1
日
㈪
か
ら
3
日
㈬

ま
で
火
葬
業
務
は
休
み
で
す
。

問
／
塩
釜
地
区
消
防
事
務
組
合

☎
3
6
3
・
2
7
7
7

裁
判
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
平
成
29
年
12
月
の
広
報
の
テ
ー
マ
は

「
家
庭
裁
判
所
と
家
庭
裁
判
所
調
査
官

～
法
と
こ
こ
ろ
を
つ
な
ぐ
～
」で
す
。

詳
し
く
は
、
最
高
裁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
／
仙
台
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課

広
報
係
☎
2
2
2
・
6
1
1
5（
直
通
）

仙
台
家
庭
裁
判
所
事
務
局
総
務
課
庶
務

係
☎
7
4
5
・
6
2
0
3（
直
通
）

12
月
4
日
～
10
日

「
第
69
回
人
権
週
間
」

　
法
務
省
お
よ
び
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
で
は
、「
人
権
デ
ー
」を
最
終
日

と
す
る
1
週
間
を「
人
権
週
間
」と
定

め
、
全
国
各
地
で
人
権
擁
護
活
動
を
推

進
す
る
行
事
を
実
施
し
ま
す
。
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

相
談
電
話
0
5
7
0
・
0
0
3
1
1
0

問
／
仙
台
法
務
局
人
権
擁
護
部

☎
2
2
5
・
5
7
4
3

平
成
30
年

新
年
賀
詞
交
歓
会

　

商
工
会
主
催
の
新
年
賀
詞
交
歓
会

を
、
開
催
い
た
し
ま
す
。
新
し
い
年
へ

の
抱
負
な
ど
を
語
り
合
い
、
交
流
を
深

め
ま
し
ょ
う
。

　
一
般
市
民
の
方
の
参
加
も
歓
迎
し
て

い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
／
1
月
5
日
㈮
午
後
4
時
か
ら

会
場
／
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル
プ
ラ
ザ
多
賀
城

参
加
費
／
3
5
0
0
円

申
込
・
問
／
12
月
13
日
㈬
ま
で
に
、
参

加
費
を
添
え
て
多
賀
城
・
七
ケ
浜
商
工

会
多
賀
城
事
務
所（
☎
3
6
5
・
7

 
8
 3 

0
）に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

多
賀
城
市
創
業
セ
ミ
ナ
ー

　
12
月
よ
り
3
回
に
わ
た
り
創
業
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
ロ
ー
カ

ル
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
東
北
の
ニ
ュ
ー
ス

を
発
信
し
て
い
る
講
師
を
招
き
、
コ
ン

テ
ン
ツ
を
発
掘
す
る
技
術
を
養
い
ま
す
。

日
時
／
12
月
15
日
㈮
午
後
7
時
～
9
時

（
受
け
付
け
は
6
時
30
分
か
ら
）

会
場
／
P
U
B
L
I
C　
H
O
U
S
E

多
賀
城（
多
賀
城
駅
北
ビ
ル
A
棟
3
階
）

対
象
・
定
員
／
創
業
や
経
営
に
興
味
の

あ
る
方
20
人（
申
込
順
）

講
師
／
合
同
会
社
イ
ー
ス
ト
タ
イ
ム
ズ

費
用
／
5
0
0
円（
ド
リ
ン
ク
代
込
）

詳
細
・
申
込
／

12
月
14
日
㈭
ま
で
、

下
記
Q
R
コ
ー
ド
よ
り

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
／
商
工
観
光
課
商
工
係

内
線
4
7
2
、
4
7
3

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付

専
用
窓
口
を
開
設
し
ま
す

開
設
日
／
12
月
24
日
㈰
・
平
成
30
年
1

月
28
日
㈰

開
設
時
間
／
午
前
9
時
～
正
午

開
設
窓
口
／
市
民
課

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り

は
本
人
に
限
り
ま
す
。
必
要
な
も
の
な

ど
は
、
広
報
多
賀
城
9
月
号
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
N
H
K
デ
ー
タ
放
送
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付

関
係
業
務
以
外
の
受
け
付
け
は
行
い
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申

請
は
、
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム

機
構
に
郵
送
な
ど
で
直
接
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

問
／
市
民
課
記
録
係

内
線
1
4
1
、
1
4
2

地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ

ム
機
構
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
平
成
27
年
10
月
か
ら「
通
知
カ
ー
ド
」

と
と
も
に
発
送
さ
れ
た
個
人
番
号
カ
ー

ド
交
付
申
請
書
の
送
付
用
封
筒（
返
信

■中央公民館、市民会館、埋蔵文化財調査センターは、文化センターの施設内にあります。

用
封
筒
）の
差
出
有
効
期
間
は
、
10
月

4
日
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
平
成
31
年

5
月
31
日
ま
で
切
手
を
貼
ら
ず
に
、
そ

の
ま
ま
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、同
機
構
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
総
合
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
／
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル（
無
料
）

☎
0
1
2
0
・
9
5
・
0
1
7
8

講
演
会
・
対
談「
古
代
の
多

賀
城
か
ら
中
世
の
府
中
へ
」

　
現
在
、
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー

で
開
催
中
の
第
28
回
企
画
展
関
連
事
業

と
し
て
、
講
演
会
お
よ
び
対
談
を
行
い

ま
す
。
陸
奥
国
に
お
い
て
、
古
代
か
ら

中
世
へ
と
大
き
く
変
貌
す
る
国
府
の
姿

を
、
古
代
史
、
中
世
史
そ
れ
ぞ
れ
の
第

一
人
者
で
あ
る
二
人
の
講
師
に
お
話
い

た
だ
き
ま
す
。

日
時
／
12
月
16
日
㈯
午
後
1
時
30
分
～

4
時
30
分

会
場
／
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル

講
師
／
入
間
田
宣
夫
氏（
一
関
市
博
物

館
長
）、
平
川
南
氏（
大
学
共
同
利
用
法

人
人
間
文
化
研
究
機
構
理
事
兼
山
梨
県

立
博
物
館
長
）

費
用
／
無
料

問
／
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー　

☎
3
6
8
・
0
1
3
4

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
J
ア
ラ
ー
ト
）試
験
放
送

の
定
期
訓
練
化

　
地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発

生
に
備
え
、
次
の
と
お
り
試
験
放
送
が

流
れ
ま
す
。

　
実
際
の
災
害
情
報
と
お
間
違
え
の
な

い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
／
12
月
27
日
㈬
午
後
2
時

※
今
後
、
毎
月
第
4
水
曜
日
午
後
2
時

よ
り
試
験
放
送
が
流
れ
ま
す
。

放
送
内
容
／

・
上
り
チ
ャ
イ
ム

・「
こ
れ
は
、
J
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト

で
す
」3
回
繰
り
返
し

・
下
り
チ
ャ
イ
ム

※
J
ア
ラ
ー
ト
と
は
、
地
震
・
津
波

や
武
力
攻
撃
な
ど
の
緊
急
情
報
を
、
国

か
ら
人
工
衛
星
な
ど
を
通
じ
て
瞬
時
に

お
伝
え
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

問
／
交
通
防
災
課
消
防
防
災
係

内
線
2
7
3
～
2
7
5

納
税
の
お
知
ら
せ

12
月
の
納
付

▼
市
県
民
税
　
第
4
期

▼
国
民
健
康
保
険
税
　
第
8
期

▼
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
　
第
6
期

▼
介
護
保
険
料
　
第
5
期

※
納
期
限
は
12
月
25
日
㈪
で
す
。

税
金
な
ど
の
納
付
は
便
利
な
口
座

振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
振
替

12
月
25
日
、
再
振
替
1
月
10
日
）

問
／
収
納
課
収
納
係

内
線
1
9
2
、
1
9
3
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❖市民持ち込み食材の放射性物質測定結果（10月分）
　測定件数１件、基準値以内１件、基準値超過０件。
　放射性セシウムの基準値は、一般食品100ベクレ
ル/kg、飲料水10ベクレル/kgです。
問／生活環境課総務企画係　内線232、233
❖�学校、保育所で使用する給食食材の放射性物質サ
ンプル測定結果（11月21日現在）

　学校給食と保育所給食の放射性物質を測定してい
ますが、基準値以下ですので、ご安心ください。
問／保育課保育係　内線183
　　学校給食センター　☎362-7874

❖空間放射線量測定結果
直近1カ月（10／15～11／14）で最大値0.06マイクロシー
ベルトを測定していますが、基準値以内ですのでご安心
ください。（除染の必要な基準値は0.23マイクロシーベ
ルト） 詳細は平成30年1月号でお知らせする予定です。

問／生活環境課環境リサイクル推進係　内線236
❖水道水の放射性物質測定結果（11月7日現在）
　東北大学の協力を得て、水道水の放射性物質を測
定していますが、検出されていません（検出限界値未
満）ので、ご安心ください。
問／工務課上水道施設係　内線783

市内の放射線量などに関するお知らせ

休日の診療
 内科・小児科

■塩釜地区休日急患診療センター
　☎366-0630
	 受付時間
	 ・日曜日、祝日
	 　午前8時45分〜11時30分
	 　午後1時〜4時30分
	 ・土曜日（小児科のみ診療）
	 　午後6時30分〜9時30分
	 　（祝日に当たる日は日曜日・祝日の受付時間と同じ）

 歯科
日付 医　院　名 住　　　所 電話番号

12月3日 渋井歯科医院 塩竈市宮町4-9 362-0637
10日 誠寿歯科医院 多賀城市高橋2-19-20 368-5588
17日 そうま歯科医院 利府町青山3-40-3 356-1484
23日 千葉歯科医院 塩竈市東玉川町2-31 362-5253
24日 泉沢歯科医院 塩竈市泉沢町17-15 363-2306
31日 じん歯科医院 多賀城市明月1-4-12 366-8461

1月1日 そうま歯科医院 利府町青山3-40-3 356-1484
2日 せいの歯科医院 多賀城市東田中2-40-32-102 365-0099
3日 おひさまにこにこ歯科医院 利府町利府字新舘2-7 356-0871

 宮城県子ども夜間安心コール
宮城県では、お子さんの急な発熱やけがへの応急方法に
関して経験豊富な看護師が電話でお答えする電話相談室
を開設しています。
相談時間/毎日午後7時〜翌朝午前8時
	 ☎#8000（プッシュ回線の固定電話、携帯電話用）
	 *PHS不可
	 ☎212-9390（プッシュ回線以外の固定電話・PHSなど用）

JR仙石
線

●
坂総合病院

●
赤石病院

●GS
休日急患　　　
診療センター★
国道45号 至松島

西塩釜
駅

下馬駅

詳しい測定結果などはお問い合わせいただくか、市のホームページをご覧ください。

 宮城県おとな救急電話相談
宮城県では、休日・夜間の急な病気やけがへの応急方法などに
ついて、医療スタッフが電話でお答えする電話サービスです。
相談時間/（平日）午後7時〜翌朝午前8時

（土曜日）午後2時〜翌朝午前8時（日曜日・祝日）24時間
	 ☎#7119（プッシュ回線の固定電話、携帯電話用）*PHS不可
	 ☎706-7119（プッシュ回線以外の固定電話・PHSなど用）

かたりつぎ
� Katari-tsunagu

朗読と音楽の夕べ
東日本大震災の「かたりつぐ記憶」
あの日から、七年の歳月が経とうとしています。震災を体験していない
方も増えてきました。みなさんの震災の記憶、どう変化していますか。

応募方法
締切／2018年2月20日㈫　消印有効
往復はがきの往信面の裏に①イベント名、希望人数②
住所③氏名④電話番号を、返信面の表に住所、氏名を
ご記入のうえ、お申し込みください。詳しくは右記を
ご覧ください。※1枚で2人までご入場できます。
●通知結果：返信ハガキにて通知
※先着順、定員になり次第締め切り

2018年3月10日㈯
開場／13：00
開演／14：00（終演予定16：00）
会場／文化センター大ホール
　　　(入場無料全席自由・要申込)
問／東北大学災害科学国際研究所 
　　災害アーカイブ研究分野
　　☎752-2099
　　地域コミュニティ課広報広聴係
　　内線254、255

往復はがきにて応募ください

朗読／竹下景子
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健康診査● 対象者に個別通知します。
人数調整などのため「年間カレンダー」に載せている
対象生年月日と異なることもあります。

3～4か月児健康診査 6日㈬・21日㈭ 受付  12：10〜12：30
平成29年8月3日〜9月3日生まれ

1歳児come☆かむ広場
（会場：子育てサポートセンター）

14日㈭ 受付  9：30〜9：50
平成28年11月14日〜12月12日生まれ

1歳6か月児健康診査 12日㈫・20日㈬ 受付  12：10〜12：30
平成28年5月19日〜6月14日生まれ

2歳6か月児歯科健康診査 1日㈮・26日㈫ 受付  9：30〜9：50
平成27年5月15日〜6月22日生まれ

3歳児健康診査 7日㈭・19日㈫ 受付  12：10〜12：30
平成26年5月22日〜6月18日生まれ

母子健康手帳の交付● 4日㈪・11日㈪・18日㈪・25日㈪ 受付  9：45〜10：00
保健師・栄養士のお話など(約1時間)
妊娠届、マイナンバーカードまたは通知カードと本
人確認書類（運転免許証など）をお持ちください。

ハッピー♥パパママ学級●
（ レッスン3、4の会場

は子育てサポートセン
ター） 

出産を迎える妊婦やご夫婦 受付  9：45〜9：55
（1コース4レッスン 各コース先着10組・予約制）
2日㈯レッスン1 クッキング（参加費1組500円）
16日㈯レッスン2 おふろ＆お世話
9日㈯レッスン3 もうすぐパパママ
22日㈮ステップ4 ハローベビー（すくすくハッピー0）

ことばの相談● 27日㈬ 受付  9：15〜13：30
未就学の幼児の発音など、言語相談員による相談(要予約)

乳幼児健康相談● 18日㈪ 受付  9：20〜10：00
保健師・栄養士の乳幼児への健康アドバイス(要予約)

BCG接種● 4日㈪ 受付  9：30〜10：00
BCG接種を受けていない5〜12か月未満児
予防接種手帳の予約票に記入し、母子健康手帳と体温計をお持ちください。

予防接種手帳の交付● 3〜4か月児健康診査通知と一緒に送付しています。転入などで
お持ちでない方は、母子健康手帳をお持ちの上、健康課窓口へ

▼ 携帯電話でも
　ご覧になれます。ほ け ん ガ イ ド

問／健康課 内線615～618　会場／母子健康センター
※詳しくは、健康カレンダーや市ホームページをご覧ください。

市 民
内線237、238
生活環境課

市民生活に関する相談窓口の紹介など
平日午前8時30分〜午後5時
市役所2階　市民相談室

行 政
内線237、238
生活環境課

公共機関の仕事に関する苦情、要望など
12日㈫午前10時〜午後3時
市役所2階　市民相談室

法 律
内線237、238
生活環境課

弁護士による相続、離婚、賃借などの相談、
法テラスの震災無料相談
20日㈬午前11時〜午後4時
市役所2階　市民相談室（前日までに要予約）

人 権
内線237、238
生活環境課

人権侵害でお困りの方
11日㈪午前10時〜午後3時
市役所2階　市民相談室

消 費 生 活
内線237、238 
生活環境課

消費生活のトラブル
平日午前8時30分〜午後5時
市役所2階　市民相談室

障 害 者 · 児
☎362-7872
けやき

訪問介護、施設への入所・通所、就労支援
などの相談
平日午前8時30分〜午後5時15分
けやき(指定相談支援事業所)

障 害 児
☎365-2861
太陽の家

子どもの発達に心配のある方
平日午前8時30分〜午後5時15分
児童発達支援センター太陽の家

心 配 ご と
☎368-6300
社会福祉協議会

生活問題でお困りの方
4日、11日、18日、25日各月曜日午後1時〜4時
社会福祉センター

高 齢 者
内線662〜667
介護福祉課

介護保険、高齢者介護、成年後見、虐待な
どでお困りの方
平日午前8時30分〜午後5時15分
各地域包括支援センターへ

（中央地区）　☎368-6350
（西部地区）　☎309-3950
（東部地区）　☎363-4055

成 人 健 康 相 談
内線611〜613
健康課

40歳以上で健康に心配のある方。健康・栄
養相談、血圧・体重測定など（要予約）
14日㈭
午前9時〜11時15分
市役所地階B101会議室

家 庭 ・ 児 童
内線675
子育て支援課

虐待、ドメスティックバイオレンス、離婚、
施設入所、里子里親など（要予約）
平日午前8時30分〜午後5時
市役所1階　子育て支援課

母子・父子家庭
☎256-6512
宮城県母子・父子
福祉センター

弁護士が無料で相談に応じます（要予約）
21日㈭午前10時〜正午
宮城県母子・父子福祉センター

母子・父子・寡婦
☎363-5507
宮城県仙台保健福祉事務所

生活相談、福祉資金貸し付け（要予約）
平日午前8時30分〜午後4時
宮城県仙台保健福祉事務所

子育てコンシェル
ジュなんでも相談
☎355-7085
すくっぴーひろば

未就学児の保護者の方（予約優先）
21日㈭午前9時30分〜午後3時30分

女性の健康相談
☎090-5840-1993
宮城県女医会女性
の健康相談室

女性医師が、身体的・精神的不調、ストレスな
どに悩む女性の相談に応じます（要予約）
9日㈯午後2時〜4時
大河原町駅前コミュニティセンター
仙台市会場で希望される方はご相談ください

女 性
☎362-1934
多賀城交番

ドメスティックバイオレンスやストーカー被害でお困りの女性
9日㈯・24日㈰午前9時〜午後5時
多賀城交番

児 童 ・ 生 徒 の
不登校・悩み相談
☎309-3686
青少年育成センター

不登校、いじめ、困っていることなど
面接相談／毎週火曜日（祝日を除く）
午前10時〜午後3時
市役所5階生涯学習課青少年育成センター
電話相談／平日午前10時〜午後4時

各 種 検 査 な ど
☎363-5504
塩釜保健所

相談・検査は原則無料（証明書が必要な場合
は手数料あり）、（要予約・匿名可）
HIV抗体検査、クラミジア抗体検査、
肝炎検査、梅毒抗体検査、骨髄バンク登録
6日㈬、20日㈬午前9時30分〜11時30分　塩釜保健所

犬や猫の引き取り
☎363-5505
塩釜保健所

どうしても飼育できなくなった犬や猫の引
き取り
塩釜保健所に直接お問い合わせください

子ども専用無料相談電話　　0120-7
ナヤミ・ナーイ
83-701

（平日午前9時～午後5時）

月の相談 相談方法など詳しくは各相談窓口にお問い合わせください。12

たがじょう安心メール
　登録を行うと、市内および周辺地域の地
震情報や防災情報（避難指示など防災無線
から発する情報）他を、市外にいてもメール
で受け取ることができます。
　詳しくは、市ホームページ
をご覧ください。
問／☎0120-47-3712
担当／交通防災課消防防災係 anshin1

いち

-entry
＠tagajo.e-msg.jp

シルバー人材センター入会説明会
　市内在住の60歳以上で働く意欲のある
方大歓迎！
日時／13日㈬、20日㈬午後2時から
会場／シルバーワークプラザ（中央2丁目25-1）
問／シルバー人材センター ☎368-2350

みやぎ訪問歯科相談室（宮城県委託事業）
　病気や障がいのため歯科医院に通院で
きない方への訪問歯科診療の申し込みや
歯科相談の窓口です。
相談内容／訪問歯科診療、口腔ケアなどの
依頼の受付、お口に関する相談
相談窓口／みやぎ訪問歯科相談室
☎290-1510
平日午前9時〜午後5時

（祝日、年末年始を除く）



26広報多賀城　2017.12

イベント情報

ぴよぴよキッチン離乳食教＆親子クッキング　健康課親子保健係　内線615～618
イベント 対象・定員 日　程 会　場 費用 持ち物 申　込 

はじめてコース 5～6カ月児の親子
12組

12/8㈮
9:20～12:00

母子健康
センター

300円 おんぶひも、エプロン、三角巾、
母子健康手帳、おむつ、ミルク、
フェイスタオルなど

～12/1㈮

すてっぷあっぷ
コース

7～11カ月児の親子
12組

12/22㈮
9:20～12:00 400円 ～12/15㈮

親子クッキング 2歳半～3歳児の親子
12組（初参加者優先）

12/13㈬
9:15～12:00 600円 母子健康手帳、筆記用具、汚れ

た場合の着替えなど ～12/6㈬

中央公民館　☎368-0133　受付時間 9:00～17:00
イベント 対象・定員 日　程 費用 内　　　容 申　込 

子ども映画会 幼児・小学生と
その保護者50人

12/17㈰
10:00～12:00

「ハローキティのすてきな姉妹」「山ねず
みロッキーチャック～バスターのおき
みやげ～」「アリババと40人の盗賊」

カラーイラスト講座 市内の小学生
16人

1/14㈰
10:00～12:00 500円

色塗りの効果を学び、オリジナルイラス
トにコピック（高品質カラーマーカー）を
使用して、カラーイラストを作ります。

12/10㈰～22㈮
費用を添えて直接

心身を癒し、豊かな声に
する！ボイストレーニン
グ講座2

市内に在住または
通勤している方

20人
1/20㈯

10:00～12:00 200円 腹式呼吸やストレッチによるボディケ
アと発声法のコツを学びます。

12/12㈫～1/12㈮
費用を添えて直接

米麹で作る発酵パワー　
料理教室

市内に在住または
通勤している方

24人
1/27㈯

10:00～13:00 1,200円 栄養豊富な米麹食品を使い、健康に良
い発酵食料理を作ります。

1/10㈬～19㈮
費用を添えて直接

山王地区公民館　☎368-6192　受付時間 9:00～17:00
イベント 対象・定員 日　程 費用 内　　　容 申　込 

山王地区公民館
クリスマスコンサート

12/24㈰
13:00～15:00

多賀城吹奏楽団、第二中学校吹奏楽部、
山王小学校ほなみ合唱団による合同コ
ンサート（開演13:30）

冬休み書道教室 市内の小学生
15人

12/26㈫
10:00～12:00

小学校の書き初め展テーマに合わせた
書道教室 12/12㈫～22㈮

大代地区公民館　☎364-8442　受付時間 9:00～17:00
イベント 対象・定員 日　程 費用 内　　　容 申　込 

親子料理教室 親子10組20人 12/16㈯
10:00～13:00 500円 クリスマスにちなんだ美味しい料理を

楽しみながら作ります。 ～12/13㈬

子供書道教室 市内の小学生
20人

12/23㈯
10:00～12:00

書道に親しみながら、新たな年に向け
て書き初めの作品を作ります。 ～12/20㈬

市民スポーツクラブ　総合体育館　☎365-1911　市民プール　☎365-3232
イベント 対象・定員 日　程 会　場 費用 内　　　容 申　込 

健康・スポーツ
相談室

中学生以上
各回10人

①12/8㈮
13:00～16:00

②12/11㈪
13:00～16:00

③12/22㈮
9:00～12:00

総合体育館
1回1,000円
（別途初回登
録料500円）

体組成計で体脂肪率、筋肉バラ
ンスなどを測定し、結果を基に
した指導を行います。②オフシー
ズンにおすすめのトレーニング
法（下半身編）①、③要望に沿っ
たアドバイス

実施日の
前日まで

おとなの朝活 18歳以上
（学生除く）20人

12/17㈰
7:30～8:30

晴・小雨:中央公園
雨:総合体育館 500円 ノルディックウォーキングで市

内を散策します。
～

12/10㈰

多賀城史遊館　☎368-3127
イベント 対象・定員 日　程 費用 内　　　容 申　込 

お正月の準備
－親子でつくる鏡餅－

小学生の親子
10組（20人）程度

12/23㈯
9:30～11:30 300円 昔ながらのお正月飾りなどのお話、臼

と杵を使った餅つきと、鏡餅作り。 ～12/20㈬まで
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すくっぴーひろば（子育てサポートセンター）　☎355-7085
受け付けは9:00から。申し込みが必要なイベントの参加対象者は市内居住者のみ

イベント 対象・定員 日　程 内　　　容 申　込

おしゃべり広場2 5～8カ月までの乳児と保護者 12/8㈮
13:30～14:30 お母さん同士、おしゃべりを楽しもう

おはなし会 乳幼児と保護者 12/15㈮
11:00～11:20

市立図書館スタッフによる絵本や紙芝居の
読み聞かせ

おしゃべり広場3 9～12カ月までの乳児と
保護者

12/15㈮
13:30～14:30 お母さん同士、おしゃべりを楽しもう

すくっぴー親子DE
クッキング

1歳6カ月以上の幼児と
保護者12組

12/17㈰
10:00～11:30

すくっぴーDEクリスマス～クリスマスケー
キとサングリアを作ろう！～
参加費／300円

12/7㈭～

すくすくハッピー1 H29.6月～9月生まれの乳児と
保護者15組

1/18㈭
10:15～11:30

ベビーマッサージ、赤ちゃんヨガ、お母さ
ん同士の情報交換
講師／smile×hug　いしざきゆきえ氏

1/5㈮～

鶴ケ谷児童館　☎362-0763　受け付けは9:00から。参加対象者は市内居住者のみ
イベント 対象・定員 日　程 内　　　容 申　込

あつまれ！ 0～1歳児 0～1歳児と保護者 12/7㈭
10:15～11:00 親子ふれあい遊びと身長・体重測定

ホッとサロン
（子育て相談） 乳幼児と保護者5組 12/7㈭

11:00～11:50
看護師・保育心理士とお話ししましょう。

（個別相談ではありません） 12/1㈮～

クリスマスコンサート 乳幼児と保護者 12/8㈮
10:15～11:30

「絵本の森の音楽会」さんによる世代を超え
て0歳から楽しめるクリスマスコンサート

あそびのひろば 乳幼児と保護者 12/14・21㈭
10:15～11:30

たくさんのおもちゃであそぼう。
（14日は11:15からおはなしポケットによ
るおはなし会もあります。）

小学生ランド5
ケーキづくり 小学生30人 12/16㈯

13:30～15:30
皆で楽しくケーキづくりに挑戦しよう
参加費／200円 12/2㈯～

子育て講話 乳幼児と保護者10組 12/20㈬
11:00～11:50

お正月アレンジ（ミニおかざり）を作ろう！
講師／いけばな講師　山口則子氏 12/4㈪～

西部児童センター　☎368-4142　受け付けは9:00から。参加対象者は市内居住者のみ
イベント 対象・定員 日　程 内　　　容 申　込

あそびのひろば 乳幼児と保護者 12/13㈬
10:30～11:30

木のおもちゃであそぼう
（月に一度のお楽しみのおもちゃ）

よさこいを踊ろう 小学生 12/13㈬、27㈬
15:30～16:00

みんなで元気よくよさこいを踊りましょう
（登録制） 受付中

ママカフェSEIBU 乳幼児と保護者 12/14㈭
10:30～11:15

ママさんブラス「杜のおんがく隊」によるコ
ンサート

おはなしぱれった 乳幼児と保護者 12/18㈪
10:30～11:00 絵本の読み聞かせ、手遊びなど

バランスボールエクサ
サイズ

乳幼児と保護者
（定員20組）

12/20㈬
10:30～11:30

バランスボールで楽しくエクササイズ。心も
体もリフレッシュ 12/6㈬～

チャレンジ教室 小学生 12/20㈬
15:00～16:00 ニュースポーツにチャレンジ

親子クリスマス会 乳幼児と保護者 12/21㈭
10:30～11:30

楽しい歌やハンドベルの演奏、サンタクロー
スからのプレゼントもあります。
幼児クラブと合同（幼児クラブに登録してい
る方の申し込みは必要ありません）

12/7㈭～

つくってあそぼう② 小学生20人 12/22㈮
14:00～15:00 空気砲を作ろう 12/8㈮～

一輪車のり認定会④ 小学生35人 12/26㈫
10:00～11:30 一輪車の段、級を認定します。 12/12㈫～

11月13日から21日までに開催された
食育展の企画に併せて、10月20日大代保育
園に「スイートポテトづくり」とお昼ごはんの
時間を取材に行ったときの様子です。

レポート



開館30周年 多賀城市文化センターイベントのご案内

多賀城市立図書館イベントのご案内

人口と世帯数（10月末現在）� ※（　）は前月差です。
人口  62,529人（＋34人）� 世帯数  26,649世帯（＋33世帯）

防災情報テレフォンサービス
022-309-0228

防災行政無線の�
放送内容を確認す
ることができます。

問／多賀城市立図書館　☎022-368-6226　年中無休　開館時間　9:00～21:30　※市立図書館は、カルチュア・コンビニエンス・クラブ㈱が運営しています。

市立図書館おはなし会（12月） ボランティアおはなし会（12月）

詳しくはお問い合わせいただくか文化
センターホームページをご覧ください。

市立図書館
よつばのクローバー 13日㈬・27日㈬ 11:00～11:30

スキップ♪ 20日㈬ 11:00～11:30
大代分室 カンガルー読書会 13日㈬・27日㈬ 10:30～11:30
山王分室 スキップ♪ 12日㈫ 11:15～11:45

大人の食育
雪野菜!白菜の解体Show!

野菜ソムリエによる「食と健
康」をキーワードにおいしく
健やかな生活をおくるための
食育講座。
今回は冬野菜の主役「白菜」に
せまります。

■時間　14：00～16：30
■場所　3階レストラン
■費用　500円（事前受付制）
■定員　10人

ヒーローおはなし会

みんなの読書タイムを守るた
め、ヒーローが図書館にやっ
て来る。
その名も輝望閃士（きぼうせん
し）ダクシオン！
ヒーローと一緒に絵本を楽し
もう！

■時間　14：15～14：45
■場所　読み聞かせの部屋
■費用　無料（事前受付制）
■定員　30人程度

クリスマスケーキを作ろう
ブッシュ・ド・ノエル

12月といえばクリスマス！
クリスマスといえばケーキ！
普通のケーキでは物足りない
あなた！簡単「ブッシュ・ド・
ノエル」を作りましょう！
※画像はイメージです。

■時間　14：00～16：00
■場所　3階レストラン
■費用　1,000円（3歳以下無料）
　　　　（事前受付制）
■定員　12人（同伴1人まで可）

岩谷先生の科学実験
ロケットが空を飛ぶ仕組み

ストローやペットボトルなど
の身近な材料を使い「おもしろ
工作」をして、ロケットが宇宙
（そら）を飛ぶ知恵と工夫を実
験で学びます。

■時間　14：00～16：00
■場所　暮らしの部屋
■費用　無料（事前受付制）
■定員　10人
■対象　小学生低学年
　　　　（保護者同伴可）

12月24日㈰12月17日㈰12月16日㈯ 12月16日㈯

問／多賀城市文化センター　☎022-368-0131
12月の休館日／�4日㈪・11日㈪・18日㈪・25日㈪・�

28日㈭～平成30年1月4日㈭
※文化センターは、㈱ＪＴＢコミュニケーションデザインと三菱電機ビルテクノサービス㈱の共同事業体が運営しています。

図書館スタッフ
毎週土曜日 14:00～14:30

毎月第1水曜日 11:00～11:30
※イベントやおはなし会は予告なく変更する場合がございます。

「エビカニクス」で有名なケロポンズが多賀城へ！！
ケロポンズファミリーコンサート
日時／平成30年3月24日㈯
　　　13：00開演（12：30開場）
会場／市民会館　大ホール
料金／�全席指定　2,000円　3歳以上有料
　　　2歳以下膝上鑑賞無料
発売／C・FRIENDS先行予約
　　　12月2日㈯～8日㈮
　　　10：00～19：00
　　　電話のみの受け付け／座席選定不可
　　　一般発売12月16日㈯10：00から

陸上自衛隊東北方面音楽隊
コンサート2017

日時／12月24日㈰13：30開演（12：30開場）
会場／市民会館　大ホール※未就学児入場不可
料金／入場無料（要当選はがき）・全席指定（席は当日抽選）
当選はがきの交換方法とキャンセル待ちについて
■チケットの交換時間　9：30～13：25
■交換会場　　小ホールホワイエ
係員に当選はがきを渡しチケット入りケースをとっていただきます。
引き直しはできません。
当選はがきをお持ちでも13：25を過ぎた場合は、無効となり、キャ
ンセル待ちになります。
キャンセル待ちの方は、チケット交換時間内に番号札を受け取り、
13：20に大ホール前に集合してください。空席がある場合番号順に
チケットをお渡しします。
23日（前日）公開リハーサル14：00~15：00（観覧自由）

�全豪№1パフォーマーに選ばれた実力派ヴァイオリニスト�
石川綾子ジャンルレスコンサート
日時／平成30年4月21日㈯
　　　14：00開演（13：30開場）
会場／市民会館　小ホール
　　　未就学児入場不可
料金／全席指定　����　�5,000円（当日500円増）
　　　C・FRIENDS����4,500円（当日500円増）
発売／12月24日㈰10：00から

文化センター×山形交響楽団
アウトリーチプロジェクト2017

日時／平成30年3月13日㈫
　　　14：00～15：00
会場／市立図書館
料金／入場無料（要整理券）
整理券配布／平成30年2月1日㈭から
整理券配布場所／市立図書館�1階カウンター

〜歌声の集う街　多賀城〜親子3世代で聴きたい
おもいでのうたコンサート

第1部　�復興の詩〜独唱と合唱〜�
朗読と合唱〜日本の歌メドレーによる〜「君に贈る刻」

第2部　�おもいでのステージ〜県内合唱団・合唱部による〜�
全員合唱「わせねでや」・「ふるさと」

日時／12月16日㈯14：00開演（13：30開場）
会場／市民会館　大ホール
料金／全席自由1,500円（高校生以下無料）
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イベントの申し込みには、図書館利用登録が必要です。
その他、イベントなどの最新情報はホームページやfacebookをご覧ください。

最新情報 最新情報

当日抽選

芸術銀河2017
最新情報

好評発売中

イベント情報はコチラ


